
昭和60年（1985）発行の「原発のない　
ふるさと」(第3版)を一部更訂し掲載する。 

資料１

鳥取県気高郡連合婦人会講演記録・資料

原発のないふるさとを



これら講演、資料の中に今日からみると差別的表現ととられる箇所がありますが、次代背景と資料価値に鑑み、
修正、削除は行わず原文のままの表記といたしました。



はじめに

発刊のことば

いま子孫に何を遺すか

気高郡連合婦人会会長　村　上　小　枝

　＂青谷町・長尾鼻が、原子力発電所の候補地に〟地元紙日本海新聞に、ショッキングな記事
を見たのは、４年前1979年６月のことでした。その年の３月に、スリーマイル島で、世界を
震憾させた原発事故が起こった直後でした。
　折しも、県立博物館で開かれた『私たちは原子力発電と共存できるのか』をテーマにした講
演会（1979・6・16）に、会長、副会長ら役員４人で参加しました。講師の京都大学原子炉
実験所、小出裕章氏は、まず「原発は人類と共存し得ない」と結論を述べてから、原発が抱え
る数々の危険性を指摘し、さらに、弱者にしわよせる原子力産業の差別構造は許せないと訴え
ました。
　聴き終えたその時、私たちはこの問題に取り組む決意をかためたのでした。
　「いのちとくらしとふるさとを守る」を、一貫した活動目標に掲げてきた気高郡連合婦人会
が、この問題を避けて通ったなら、後日後悔する時が来るかもしれない、と直感したからでし
た。
　その年の秋、小出氏を講師に『私たちは次代に何を遺すべきか』をテーマに、青谷の地で郡
連合婦人会の大会を開きました。そして「私たちはきれいな農水産物がとれる豊かな自然を子
孫に遺そう。自分たちの物質的繁栄のために、地球上の資源を使い切って、何十万年も毒性が
消えぬ核廃物や、荒廃した環境をのこしてはならないのだ」と申し合わせました。
　以来、私たちは「原発」「エネルギー」問題や、全国各地の原発立地点や候補地の攻防の状
況などの関係書物を、仲間で情報交換し、つぎつぎ購読して学習を深めながら、できる限り運
動の輪を広げるために、地域住民に参加を呼びかけて、共同学習の会を重ねました。
　また一方で、講演の記録を、県連合婦人会の機関紙『鳥取県婦人新聞』に掲載する広報活動
に、力をそそぎました。
　電力会社の宣伝や、金の力に惑わされて、ウカウカと郷土を売り渡すことのないよう、正し
い選択をするには、まず正しく識ることが大切です。そんな気高の婦人会の願いを込めて、こ
の講演・記録集をまとめました。このささやかな小冊子を出版することが、原発を郷土に寄せ
つけぬ防波堤の１つになり、一人でも多くの人に読んで頂くことが、防波堤をより強くするこ
とになると信じます。
　一度狙ったら、決して諦めないという、巨大な力をむこうに、今後何年も続くであろう息の
長い闘いの中で、講演・記録集の３人の講師、久米・小出・平井先生が、いつも私たちに話し
かけ、力になって下さることでしょう。
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発刊を祝して

生命とくらしを守るために

鳥取県連合婦人会会長　近　藤　久　子

　『原発のないふるさとを』の発刊を心からおよろこび申し上げます。
　原発建設候補地に長尾鼻が、という情報が伝わるとただちに気高郡連合婦人会では原発の安
全性、経済性等をめぐって極めて精力的な学習活動を展開されました。その内容は克明に私た
ちの機関紙『鳥取県婦人新聞』に載せられ、他郡市の会員もどれだけ啓発されたかしれません。
せっかくの貴重な記録、散逸しないようにぜひまとめて出版し、広く学習や運動の資料に役立
てることができれば、と願っていましたところ、このたびその夢が実現され、まことに嬉しく
存じます。
　万一、事故がおこれば、他の災害とことなり、その被害は極めて広範囲に及び、しかもその
残忍な爪あとは遠い未来にまで及ぶ、まことに惨酷な害をもたらすのですけれど、とかくうわ
べの豊かさだけに心を奪われ、面倒なことはよけて通りたがる人びとが多く、さらに偏見が先
行し、その厚いカベで真実がさえぎられがちな中で、この種の問題を主体的にうけとめ、生命
とくらしを守るために、学習を基礎に、組織的に運動するまでに意識を高められたことは並大
抵な努力ではなかったはずです。住みよい社会をめざしてくらしをめぐるさまざまな問題に早
くから積極的にとりくみ、健康を守るための総合的地区診断や公害工場の進出阻止等、数々の
成果をあげてこられた輝しい活動の歴史にあらためて深く敬意を表します。
　島根につぐ原発候補地として長尾鼻が浮上しながら、電力会社がとりあえずあきらめざるを
得なかったのも、気高郡連合婦人会の方々の手になるぼう大な反対署名の積み上げがあったか
らこそと思われます。
　このたびの出版を契機に、いっそう学習を深め、連たいを強め、運動推進につとめられるこ
とを祈ってやみません。

昭和58（1983）年10月　
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大会申し合わせ
◎私たちは、次の世代のために、地球上に限りある資源、エネルギーを節約するため
⑴　物を大切にする家庭教育と実践に努めよう
⑵　くらしのムダを再検討し、つき合いの合理化と改革をはかろう
⑶　買わされる消費者から脱皮し、主体性を持った消費者になろう
⑷　税金のムダ使いを監視し、自主的な選挙で、政治家を選出しよう
⑸　人類が殺しあうために、ぼう大な資源と予算を使う核兵器を、廃絶させる運動を

続けよう

◎私たちは、次の世代に、きれいな環境を残すため
⑴　俗悪なテレビ番組やCM、悪書自動販売機を組織の力で排除する運動を続け、積

極的に、良い文化環境を育てる努力をしよう
⑵　合成洗剤や、安全性に疑いのある食品添加物を、使わない運動の輪をひろげよう
⑶　安全性に問題のある原子力発電所建設に反対しよう

◎私たちは、次の世代のために、女性差別や同和問題など、差別のない社会をつくり
あげる努力をしよう

　　1979年11月25日
気高郡連合婦人会　大会　　
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１．山陰の地との関わり
　私が原発にかかわった動機ですが、兵庫県と
鳥取県の境にある香住、あそこに13年から14
年ほど前ですが関西電力がはじめて原発を置こ
うとしまして、あの頃は民宿が登場しはじめた
頃でして、その民宿の方々というか住民の方が
大学の研究室へ来られて、「放射能の話をして
ほしい」と依頼がありました。
　いまはすっかりさま変りいたしましたが、当
時は違いまして、原子力発電バンザイの時でご
ざいました。「原爆は悪いけど原発はいいもの
だ」という風潮が強い時代でございまして、大
学の先生がたが皆、「非常にいいものだ」と。
それで「こんな田舎へもってくるのはしばらく
の間で、あと少しすると大阪湾や東京湾にズ
ラッと並ぶから心配せんでええ」（笑）。
　香住の方々が「どうも話の調子がよすぎる」
と研究室へ来られまして、それが私がこうして
住民の方々とお話するようになったきっかけで
ございます。
　それから次に浜坂にも「原発の」話が出て参
りまして、そこの方々とも一緒にかなり長い間
やってきました。鳥取県には３年ほど前だった
と思いますが、鳥取市でもお話しました。そし
てだんだん西へ来まして、今日は青谷・気高の
皆さんとお話することになりました。そういう

意味ではこの山陰両県は非常に印象深い地に
なっております。
　最近では原子力発電をめぐっていろんな問
題、つまり、戦争との関係もございますし、ま
た世界中で反原発の運動が盛んになってきてお
ります。そういうふうに世界中で原発をめぐっ
てどんな事が起こってるか、というような事
を、お話したいと思います。そして今後皆さん
が原子力発電を考えたり、議論されるには、ど
うしてもしっかりしたとっかかりが必要だと思
いますので。
　青谷や気高の人が何を一番心配なさっている
か、ということは大体察しはつきますが、やは
り、原発とは一体どういうものかということ
と、そのやっかいさはどうして出てくるのか、
それはどの程度のものか、最後にそのやっかい
なものをどうして無理に進めようとするのか、
をお話したい。その合間に、推進派と反対派と
どういう具合に意見が違っているかを折りまぜ
ながら話していきたいと思います。

２．原爆と原発
原子力発電は火力発電
　原子力発電所というのは火力発電でございま
す。火をたいて、それによって蒸気をつくりま
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して、その蒸気の力で発電機を回す。こういう
仕組みになっているのを火力発電と申します。
原子力発電がほかの火力発電―石炭や石油と
違いますのは、その火力の火、これを原子の火
をつかってお湯を沸かす。ここが違うわけでご
ざいます。
　原子の火というのは独特な燃料がございまし
て、それを〝核燃料〟と呼んでいます。その核
燃料を燃やして原子の火をつくり出すのでござ
います。

ウランが〝燃える〟
　核燃料とはどういうものか。核燃料には現在
のところウランというものを使っております。
それと、現在はまだ使われていませんけれども
プルトニウム、そういうものもあります。
　これらは特別な性質をもっていまして、ウラ
ンとかプルトニウムは、あるきまった量―大
体ドッジボールくらいの大きさと考えていいの
ですが―を一緒にしますと、人間が手を加え
なくても燃えてまっ赤になって参ります。そし
て熱を出す。そういう性質がございます。これ
を原子の火と呼んでいます。
　核燃料というのはマッチで火をつけようとし
てもあかんのです。そうじゃなくてある量以上
を集めてやると自然に火がつく。ですから〝燃

える〟といってもメラメラと焔をあげて燃える
のではない。原発でいえば棒がちょうど焼け火
ばしのようにまっ赤になっている。それが原子
の火の燃えている状況、とそういうふうに考え
て下さい。

原子爆弾の仕組み
　原子爆弾が初めて私たちの目の前に登場した
のが、日本人にとって忘れられない、ヒロシ
マ・ナガサキだったのでございます。
　原爆のカラクリを申します。右にあるのが原
爆の図でございまして、右が広島に落とされた
爆弾、〝広島原爆〟でございます。左が長崎に
落とされたものです。形が一寸違いまして、長
崎の方は形がずんぐりしてまして、英語で〝脂
肪太りのおやっさん〟というあだ名がついてい
ます。広島は細っそりしているので〝リトル
ボーイ〟（少年）というあだ名がついております。
　で、この中に核爆薬が入っております。原子
力発電所の場合は核燃料

4 4 4

と呼びますが、こちら
は人殺しが目的ですから核爆薬

4 4 4

と呼びます。た
だしモノは同じでして、広島に使った爆薬がウ
ラン。現在原子力発電所に使っているものと同
じものでございます。長崎のは、これがもう一
つのプルトニウム。広島原爆をウラン爆弾、長
崎原爆をプルトニウム爆弾ということもござい
ます。
　原爆とはどういうものかというと、さきほど
も言ったようにウランやプルトニウムは一つに
かたまるとまっ赤に燃える。その性質を利用し
まして、はじめは爆弾の中で爆発したらいけま
せんから、仕切りをいれて二つに分けておきま
す。そしてお尻に普通の火薬を入れておいて、
まずそれを爆発させます。まわりにはこの、普
通の火薬が爆発したくらいでは壊れない、丈夫
な鉄の容れものを使ってあります。で、これが
爆発しても容れものは壊れないで、こちらのウ
ランの塊まりをもう一つの塊まりの方にドーン
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と押す。そうすると分けてあったウランが一体
になりますから、人間が手を加えなくても全体
がまっ赤になって原子の火が燃えます。そして
そのエネルギーで今度は容れものが保たなくな
りまして、次の瞬間、ピカ！ドン！と爆発した
わけですね。広島の上空6,000メートルでこれ
が爆発しました。ピカというのはまっ赤にやけ
たその熱線で、大勢の人を焼き殺しましたし、
ドンというのは爆風で、大勢の人をなぎ倒して
殺したわけです。
　ですが、これはスイカの切りみのように、二
つじゃなく沢山に分けておいて、そのまわりに
火薬を仕かけてその火薬を爆発させます。そう
すると核爆薬がみんな、まん中へむいて走って
きて、一つの塊りとなる。そしてまっ赤になっ
て次の瞬間に爆発する。こういうことでござい
ます。
　原子爆弾というのは非常に簡単だということ
がおわかりになると思います。アメリカでもこ
のあいだ、ある学者が、『誰でも作れる原爆の
本』というのを書いたそうでございます。

爆発時間10万分の１秒
　原子力発電所も同じものを使います。爆弾の
時には、これが火の玉の用にまっ赤になるまで
にどれくらいの時間がかかるかというと、10
万分の１秒。ですから普通の火薬が爆発してウ
ランとかプルトニウムという核爆薬が一体に
なったと思ったら、まばたきも出来ない間に
まっ赤になって、次の瞬間に全体が爆発して
る。ですから実際には、普通の火薬が爆発する
とほとんど同時に原爆そのものが爆発する。そ
ういうことになっています。
　ごく短い時間に、原子の火のエネルギーを一
挙に出してしまう。そして人を殺す。原子力発
電は人を殺すのが目的ではありませんから、
もっとゆっくりそれをやろう、というわけです。

原発も結局は湯わかし
　ここに原発の絵がありますが（図参照）、中
国電力がいま使っているのも、こないだ敦賀で
事故を起こした原子力発電もこのタイプで〝沸
騰水型〟。お湯が沸騰する、というあの字の原
発でございます。もう一つ、こちらはもっぱら
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関西にきている型のものでございまして、何れ
もアメリカ生れの原発です。
　図の両方に、丸いところが見えますね。ここ
で蒸気をつくります。ボイラーです。ボイラー
でお湯が沸いて蒸気ができる。その蒸気がこち
らへ来て、ここにあるのはタービンといいまし
て、扇風機のような大きな羽根が何枚もついて
おりますが、こちらから来た蒸気が勢いよく当
たるとグルグル回ります。回ると、発電機の、
ここについてる磁石が回って電気が出ていく、
とこういう仕組みでございます。
　それから『むつ』のような原子力船はどう
なっているか、ついでに言うと、発電機のとこ
ろにスクリューがついてる。タービンの羽根が
グルグル回るとスクリューも回って、艦が進ん
だり後退したりすることになっております。こ
こに発電機がついてるかスクリューがついてる
か、です。原子力発電に戻りまして、このお湯
を沸かすところは普通の火ではボイラーと呼ん
でいますが、これは原子の火ですから原子炉と
呼んでおります。原子の火のボイラーという意
味であります。普通のボイラーは、窯の底から
石油や石炭でたいているのですから、家庭の釜
とおんなじです。原子の火は違いまして、火が
水の中、さっきも言ったように焼け火ばしのよ
うなものですから水の中に入れておいてやる。

そうすると水が熱くなる。その方がずっと効率
がよろしい。外から見ると火の気は全然みえま
せん。
　しかし結局は湯沸しでして、原子力発電とい
うと皆さんなにか、ウランを採ってきて魔法の
箱みたいなもんにいれて、スイッチを押すと殺
人光線が出て電気になる―と、これはマンガ
の見過ぎでありまして（笑い）、この湯沸しに
使ってる、それだけのものであります。

制御棒を上げたり下げたり
　その燃料、皆さんの絵には太い線で３、４本
描いてありますが、実際はもっと沢山あるので
して、さっきの原爆の絵と核爆薬と同じもので
あります。
　爆弾の時には間があけてありましたが、原子
力発電の時にはこの燃料の間に棒がつっ込んで
あります。その棒のことを制御棒と呼んでいま
す。島根原発の制御棒がさかさまに入っとっ
た、とか、抜けた、とか新聞に出たあの制御棒
です。
　で、これは何をするかというと、これが燃料
と燃料の間につっ込んでありますと邪魔になっ
て火が点かない。何本も何本もいれてございま
す。
　で、燃やしたい時には下の方に装置がついて
いて、棒が下がるようになっています。邪魔も
のの棒を、ゆっくりゆっくり慎重に抜いていく
とどっかで、ぎりぎりのところで、ちょうど燃
え始めるところがある。そして特別な線―中
性子が出てくるわけです。
　皆さんは、中性子爆弾というのを新聞でたび
たび見ていますし、『むつ』が太平洋に出た時
に、「中性子がもれた」、そして、「ストッキン
グにご飯粒をつめて一生懸命防いだ」、そんな
話を覚えておられると思いますが、あの時出て
きたヤツですね。ですから、『むつ』から中性
子がもれたのは、制御棒を抜いた、そして原子
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の火が燃え始めた、そういう事を意味しますね。
　そうやってここへ中性子を感ずる装置を置い
といて、実際に原発を運転するには危険で中へ
は入れませんから、外に運転室があってそこへ
線をひいて、メーターに出るようにしてありま
す。そうしておいてゆっくりゆっくり制御棒を
抜いていくと、どっかで、一寸、メーターに触
れはじめます。「あっ、これは燃え始めた」、と
外にいてわかるようにしてあります。
　そうなるとその段階で引き抜くのをやめてほ
んとに、燃えるか燃えないか、という程度で燃
やしていく。そしてこれが焼け火ばしのように
なってお湯が沸いて、蒸気になって、電気をお
こす。これが原子力発電所です。
　今度は、原子の火を消したいなあと思った
ら、制御棒を上げてやればよいわけですね。そ
うすると邪魔ものが入りますから、焼け火ばし
のようなものが冷めてもとの色に還る。ですか
ら、実際はもう少し複雑ですけれど、制御棒を
上げたり下げたり、これが原子力発電を運転す
る事になるわけです。この時は爆弾と違いまし
て、何べんも燃したり、消したり、燃料がもえ
つきるまで、できます。

原発１日で原爆３発分
　広島原爆は10万分の１秒で爆発しましたが、
その同じウランが燃えるのにこちら（原発）で
は約８時間かかります。ここでいま、青谷・気
高をねらってる原発ですと大型になります。
100万キロワット以上のものが必ずやって参り
ます。
　島根のヤツはまだ小そうございますけれど
も、あんなものではもうけにならん、というの
で大きなものになって参ります。
　100万キロワットという大きなものになりま
すと、この中で８時間かかって、広島原爆１発
分が燃えてる。ですから24時間、つまり１日
かかって原爆３発分を燃やしている、と覚えて

おいて下さい。

３．死の灰のこわさ
やっかいな死の灰
　原子力発電は制御棒を上げ下げするという非
常に簡単なことで、皆さんにもやれそう、フロ
にも使えそうですけど、フロに使えんのは、原
子の火が燃えると、ほかのものに変っていくか
らでございます。それは〝死の灰〟といわれて
いるもので、広島・長崎で死の灰のためにもの
すごく現在も苦しんでいる人が多いのは、皆さ
んもご存知のとおりです。それからビキニ。マ
グロ・カツオを採っておった『第五福竜丸』と
いう船が死の灰を被って、亡くなったり大ケガ
をされているわけです。そういうものが（原発
でも）実はできて参ります。
　それは、燃え方を原爆のように激しく燃す
か、原発の火のようにゆっくり燃すか、に関係
なくて、ウランやプルトニウムというのは燃え
さえすれば、燃やした量に応じて、後に死の灰
が出てきます。燃えた時間に関係なく、どれだ
けの量が燃えたかです。
　もうおわかりですね。広島原爆の３発分が１
日に燃えてるわけですから、青谷・気高原発が
１日燃やしますと、広島にまき散らした死の灰
３発分がたまってくる。１発でもあんな事に
なったんですから、３発分というと大変なこと

第五福竜丸
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です。そのために、それが外へ出てこないよう
にするために大変な装置をつくる。
　皆さんのフロで使えんというのはそういう事
でありまして、原発というのは非常に簡単で便
利なのでありますけれども、その時できる死の
灰が非常にやっかいなために、いつまでも反対
をうける。皆さんが集まってこうして必配なさ
るのも、そこが大もとになっている。

原爆も原発も死の灰は同じ
　死の灰には区別がございませんで、広島でで
きた死の灰も、長崎でできた死の灰も、原子力
発電所でできた死の灰も、全く同じものであ
る、という事をはっきり覚えといて下さい。
　問題は、どれだけウランを燃やしたかですか
ら、１日３発分だと１年に大体、1000発分の
死の灰が原発のおなかいっぱいに出てくる。と
んでもない危険なものだという事になります。
　もう１つ、いやらしい事があります。こうし
てウランを燃やしていますと、死の灰だけでは
なくて実は、もっとやっかいなものが出来る。
それが長崎爆弾に使われた、プルトニウムとい
うものでございます。
　ウランは山にも海水にも残っています。しか
しプルトニウムは、地球上には全然残っていな
い。長崎の爆弾はですからどうしたかという
と、いまの原子力発電と同じようなものを作っ
てウランを燃やしました。そうすると次々にプ
ルトニウムができてくるという、そういう性質
を利用して長崎の爆弾をつくりました。ですか
ら、原子力発電やってると、１つは死の灰、も
う１つはプルトニウムができる。

耳カキ１杯で肺ガン100万人
　プルトニウムがなぜいやらしいかというと、
第１に、そういう爆弾の材料になるというこ
と。イラクの原子炉がなぜ爆撃されたかという
と、原子炉ができると必ずそこに原爆の材料が

できる。これでイスラエルを攻撃する原爆が作
られたら、というのでイスラエルが先制攻撃を
かけて爆破してしまった。そういう戦争につな
がるものが出来る、という事がひとつ。
　もう１つはこれが非常に猛毒で、耳カキ１杯
分―大体１グラムですが―をそのまま飲ん
でも効果は薄いんですが、煙のように、こう、
細かいチリにして、大勢の人に吸わせますと、
100万人の人を肺ガンで殺すことが出来るとい
う、人間が創り出したものの中では、最も猛毒
だといわれているものでございます。発ガン物
質ですね。
　それがどれくらいできるかというと、やは
り100万キロワットぐらいの大型の原発になる
と、なんと１年に300キログラムです。１グラ
ムで100万人殺せるわけですから、300キログ
ラムで何人殺せるかは、後で計算して下さい。
　地球上の人を何べんも殺せるようなものが、
１年で死の灰（原爆の）1000発分と、プルト
ニウム300キログラムが、これはもう、放って
おいても、原発を運転している間に出来る。こ
れが、処理でも設備にも、原子力発電に最後ま
でつきまとう大きな問題でございます。
　電力会社のパンフレットなど見ますと、「原
発の中には確かにやっかいなものができる」と
非常に簡単に書いてありますが、どれくらい
やっかいなものが、どれぐらい出来るかという
事は書かないのが、ああいうパンフレットの特
徴でありまして、皆さんもそこをしっかり押さ
えておきませんと、「何かまあヤイヤイ言って
るけど大した事やないな」と思ってしまう。

放射能と放射線
　死の灰やプルトニウムを総括して〝放射能〟
と呼んでおります。放射能とは放射線を出す力
そのものを言っておったんですが、この頃では
放射線を出す力をもった物質

4 4 4 4 4 4 4 4 4

も放射能と、専門
家の人もそう呼んでおります。
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　放射線というのは目に見えない光線です。こ
の部屋に出ているのは目に見える光線ですね。
だが、エネルギーがもっと高くなると段々目に
見えなくなる。こういうものを放射線と呼んで
います。
　皆さんの身近かにあるのはレントゲンとかＸ
線。いまでも病院ではＸ線科と書いてございま
すが、両方ともこれは、放射線という言葉とお
んなじです。ただ、病院では、お医者さんが「息
をとめて」と言う時だけジーッとスイッチが

入って、後は放射線が出ない様に消してあるか
らいいんですけども、放射能というのはスイッ
チなんかついとらんですから、四六時中、放射
線を出している。

放射線の急性障害
　放射線というのは、お医者さんでも使うから
役に立つ、と思っておいでかもしれませんけ
ど、実はお医者さんのものでも当たるとまず害
が出てくる。非常にやっかいなものでございま
す。で、それを放射線によってひき起こされる
病気、というので放射線障害と呼んでいます。
　放射線障害は大きく分けて、〝急性〟の障害
と、後から、忘れた頃に出てくるという意味で

〝晩発性〟の障害というのと、２つございます。
　急性というヤツは読んで字の如くに大体、放
射線を浴びてから２週間ほどの間に勝負がつ
く。亡くなる人は亡くなってしまうし、生き残
る人でもケロイドなんかになって表へ出てく
る。具体的には、髪の毛が抜ける、皮ふがボロ
ボロになって、血を吐いて死ぬ。そういうので、
これは私たちの体をつくってる細胞が死んでし
まって、潰瘍状態なんですね。皮ふや内臓なん
かの細胞がぐじゃぐじゃに崩れて血を吐いたり
して死ぬ。こういう病気でございます。よく、
皆さんが広島・長崎の写真をごらんになって目
にされるのがこちらでございます。

晩発性のガンと遺伝
　もう一つ、さらにやっかいなのに晩発性とい
うのがありまして、放射線を浴びてから忘れた
頃に出てくる。晩発性の害にも二つありまし
て、一つはガン。もう一つは遺伝的障害。すな
わち、親が放射線を浴びたために、子供や孫に、
困ったいろいろの障害がひきつがれていく、と
いうこの二つがございます。
　ガンと遺伝の障害の二つは、これはまるっき
り違うようですけれども、この10年ほどの間

〔例１〕
エックス線の発見者レントゲン博士の助手の手。
ひどい放射線障害で指がくねくね曲がっている。

被ばく後53日、尻の放射線皮ふ炎

〔例２〕10年近く前、千葉の造船所で起きた放射線
障害。検査用のイリジウムという放射能を知らずにひ
ろった労働者がズボンのポケットに入れていたら、手
や尻が放射性皮ふ炎でひどくただれた。
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にいろいろ調べられて、もとは一緒だ、という
ことになりました。それは、私たちの体をつ
くっている細胞は大きく分けて２種類ありまし
て、体をつくっている、胃だとか腸だとか肺だ
とか、そういう体をつくっている体細胞。それ
から、男の人も女の人も、子供をつくる上だけ
役に立つ生殖細胞。男の人では精子になります
し、女の人では卵子になる。そういうものにな
るもとの細胞を生殖細胞というんです。
　その２種類がございますが、これが放射線に
あたって死んでしまえば、それはもう、さっき
言った急性障害ですが、そうじゃなくて、死な
ない程度に浴びると、細胞は生き残るんです。
けれども変化してしまう。それを〝突然変異〟
といいます。
　これは添加物の問題なんかで気高郡の婦人会
さんは随分やってこられてご存知ですけれど
も、その突然変異した細胞がもとになって、体
細胞の場合はガンになって増殖して参ります。
生殖細胞の場合は増殖はしませんけれども変化
した細胞はそのまま、子供にひき継がれてい
く、ということになって、突然変異した、困っ
た性質が、子供・孫・またその子供という風に
受けつがれていく。
　要するに、ガンも遺伝の問題も、放射線にあ
たって突然変異するという点が、両方が共通し

ていることがはっきりしてきた。ですから、放
射線のやっかいなのは、発ガンと遺伝毒性とい
うことが中心問題となってくるわけでございま
す。

見分けつかぬ放射線障害
　そのあらわれ方で非常にやっかいなことは、
放射線でできたガンと、例えばタバコを喫って
できたガンとは区別がつかんのですねえ。全然
つきません。それから、放射線を浴びてからず
うっと後の、忘れた頃に出てきますからこれも
大変困る。
　縁起でもない事言うようですけど、いま青谷
に原発ができたとします。そうするとエントツ
から放射能が出てくるわけですから、それで皆
さんがガンになったとして中国電力へ行ったと
しても、「証拠もってこい」というわけですか
ら、原発の放射線でガンになったというその証
拠は全然ない。そこが一番問題なわけです。
　どうやったらわかるかというと、疫学調査と
いうのをやります。原発ができますねえ。そし
て気高・青谷の発ガン率というのを年々調べて
いってると、10年ぐらい経った頃からだんだ
ん増えてくる。どうもガンで死ぬ人が増えてい
く、ということで、どうやらこれは原子力発電
所ができたせいじゃないか、となる。
　子孫の影響となると、これはチョットやソッ
トではわかりません。皆さんが死んでしまった
はるか先になってわかるわけで、こりゃもう、
どうしようもありませんが、ガンの場合は数十
年ぐらいの間にそれが出てまいります。
　しかし、そうやって何となく、青谷や気高の
人に、また鳥取県の人にガンが出てくるといっ
ても、そのガンになった人の中で、誰がエント
ツから出た放射能でガンになったか、は金輪
際、証明できません。
　因果関係がはっきりしないままに残る。ここ
の所が一番やっかいな問題ですから、放射線障
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リンパ球（細胞）中の染色体異常
を示す顕微鏡写真
被ばく後400日
矢印が変形を起している染色体

害のことをいう場合に、急性障害ももちろん大
変なことですけれども、晩発性障害の方が問題
にされるわけです。
　ですから、これは浴びてしまったら〝一巻の
終り〟ですから、その前にできるだけ浴びるこ
とをくいとめよう、と世界中が一致しているの
はそのことでございます。この点をぜひ、皆さ
んは理解していただきたい。

遺伝の危険性と社会差別
　この間、福井県の大飯町で原発が増設される
というので住民が反対したのですけれども、と
うとう町が押し切ったという事がありました。
その時、あるお医者さんが個人名でこういうビ
ラを流されました。最近、福井県の若狭地方に
ガン患者が増えてきた、という事が書いてござ
います。これは、その先生だけでなくこの地方
の何人かのお医者さんが同じことを言っておら
れて、「どうもガンの発生率が高くなってきた」
と。
　しかし誰が原子力発電所の灰にやられたかは
解らないのですね。そして、こういう言い方を
しては福井県の人には悪いですけれども、結局
は、あとへは社会的な差別として全住民へのし
かかってくるのです。

　発電所の附近の人にガンが出るということは
また、遺伝的な欠陥もある場合がある、という
ことです。発ガン率が高くなったということ
は、当然、遺伝的な影響も受けている。そうす
ると、原発附近の人には結婚問題という形で非
常に深刻な社会差別が出てくる。これは何と考
えても、言葉でうち消しても、そういう問題だ
けはその地方の人に重くのしかかってくる。
　実際にガンになられた方もならない人も、悲
惨な、陰惨な形で放射能の影響というのが出て
くる。特に遺伝毒であるという事があるため
に、一層、その陰惨さが増してくる。

突然変異は微量でも起きる
　このガンや遺伝の問題で、もひとつやっかい
なのは、急性障害というのはある程度以上の放
射線を浴びないと、細胞がぐじゃぐじゃにやら
れるという、広島・長崎に多く見られたような
障害は起こりませんが、ガンや遺伝障害の原因
である突然変異は、どんなに少い放射線をあび
た場合も、必ず、私たちの体の中につくられて
いく。ただ、私たちの体には何億という細胞が
ありますから、１つや２つやられてもガンに
なって出てくる率は減る。こういうことになる
のですね。
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　皆さんの中にも煙草好きの方がおられたら申
し訳ありませんが、「煙草喫うたらいかん。肺
ガンと関係ある」という事ははっきりしてるの
に、「死んでもええ」というて喫うておられる
方がある（笑い）。そういう人に限ってなかな
か肺ガンにならん（大笑い）。
　あれとおんなじで、発ガンの機構とかそうい
う確率の点ではクジやアテモノと一緒で、運の
悪い人は一発でもやられるし、運のええ人はお
尻から煙が出るほど喫うても肺ガンでは死なん

（大笑い）。
　でも、１日に50本喫う人でも、１本しか喫
わん人でも、体内で肺ガンの原因が作られる、
という点では同じです。だから体に対して絶体
安全だという量はない、という事になってく
る。この点は非常に大事なところでございます。

４．許容量の考え方
許容量とはしんぼう量
　ところが世の中には〝許容量〟というものが
出てきます。
　この10月26日（1981年）の新聞に政府が出
しましたし、たぶん電力会社も出すと思います
が、大きな紙面を買い切って、「原発から出る
放射能など問題にならん」と、そういう図が出
ております。ああいう図がでてくるのは許容量
というものがあるからです。
　どうして許容量というかというと、本当は体
に対して安全な量というのは絶対にないのです
けれども、原発をつくると電気が出てくるので
うるおう、と。だから少々の事はあってもしん
ぼうしよう、と。そのしんぼう量というものを
許容量というわけです。体が

4 4

許す、という量
じゃなくて、人間が

4 4 4

許す、そういう量であるわ
けです。この点を間違えないように。
　しかしこれには１つ、おとし穴があるんです
ね。

利益は一方、被害も一方
　国会かなんかで議論する時は、日本全土で利
益と損害が重なるように議論します。しかし、
実際には原発を作って利益を得る人と、それか
ら死の灰を残される人とは社会的に分かれてし
まうんですねえ。被害は一方だけ、利益は一方
だけ、となる。それを全体をつっ込んで国全体
で、バランスがとれてる、と。たとえそうで
あったとしても、非常にそこに問題が出てまい
ります。
　本当に電気を使う山陽側で原発をやるんでし
たら話はわかるのですけれども、電気は表（山
陽）で使って原発は裏（山陰）へもってくる、
というんでは、便利さとやっかいさを受ける者
がそこで分れてくる。そうすると、「しんぼう
しよう」というのは「する方はしんぼうだけし
よう」という事になってくるので、各地で問題
が出てくる。

500ミリレムでガン１万人
　１年間にどれだけ放射線を浴びたか、という
その「どれだけ」という量をミリレムという言
葉で表わします。ここでもう、皆さん、いまま
で１回も聞いたことない言葉だというので、「も
うアカン」（大笑い）とこうなってしまうんで
すが、そんな事ないんで、１メートルの1000
分の１をミリメートルと言いますね。そんなも
んです。
　ただこれは、長さの単位でなくて、どれだけ
体に悪い線を浴びたか、の単位なんです。それ

放射線障害の発生数

被ばく量
（年間・ミリレム）

年間障害者数
（人口１億人につき）

ガン 遺伝的障害

５００ 10000人 20000人

　　５ 100人 200人

　　０ ０人 ０人
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をちょうどメートルのように、体に対する放射
線の影響を表わす単位としてレムというのが
あって、それでは大き過ぎるので1000分の１
＝ミリレムというわけです。
　そういう単位で表わしまして、１年間にいく
ら浴びせてもよろしいか、というように決まる
のです。１年間に500ミリレムという量が出て
くるわけです。ところが、いまも言ったように、
放射線は体にとってどんなに少くても無害では
ありません。で、１年間、500ミリレムという
量を１億の人にずっと浴びせ続けたら、国民の
間にどれだけガンや遺伝の問題が発生するか、
というのがこの表です。（表参照）
　これは私たち反対派がデッチあげた数字では
なくて、1972年にアメリカの一流の遺伝学者・
医学者・生物学者20人ほどを集めて政府が計
算させた結果でございまして、もしもこんな量
を１億の人たち全部に浴びせ続けますと、１年
間でガンで死ぬ人が１万人できるし、重大な遺
伝的欠陥―外から見てわかるような欠陥、そ
れから厄介な病気の中の幾つかは遺伝病である
事が判っていますが―そういう重大な遺伝障
害をもった赤ちゃんが２万人生まれてくる。こ
ういう計算になってるわけでして、とても安全
量とはいえないわけです。
　なんでこんなものを認めているか、という
と、日本は国会を通さないで、科学技術庁や通
産省の告示という形で、皆さんの知らん間に
すっと作ってるんですけれども、日本の国民全
体がこんな放射線を受けることはまずない、だ
から表のようにはならんと、それだけでありま
して、放射線のやっかいさというのは全然否定
できない。

引き下げられた許容量
　アメリカでは、1969年の頃に非常に住民運
動が盛んになりまして、「500ミリレムなんて
とてもしんぼうできない」というので反対運動

をした結果、アメリカ政府はその100分の１の
５ミリレムというのを、法律の方は下げるわけ
にはいかないけれども、原発をつくる時の目安
としては一応５ミリレムを守るように、という
基準を1970年代につくりました。
　で、日本の電力会社は猛烈にそれに抵抗しま
したが、結局は３年おくれて、そういうことに
しました。10月26日の新聞をもっておられる
方は見て下さい。その一番下のところに５ミリ
レムという数字の出ているのは、こういうとこ
ろから出ている。
　いま自慢そうに、100分の１に減らした、と
言ってる人＝電力会社は、陰で猛烈に反対した
のであります。日本はアメリカのようにはとて
もやれん、これでええ。といって随分反対した
ことを、全然、表に出さずに、いまのこれを自
慢そうに示しているのであります。
　100分の１の５ミリレムとなると、ガンも１
万人の100分の１の100人、遺伝障害は２万人
の100分の１の200人、とこうなります。原子
力発電でこれくらいの死の灰を浴びても、出て
くるガンは１年にこれくらいだから、遺伝に害
のある赤ちゃんはこれくらいだから、原発は便
利なものだからしんぼうしよう、とこういう事
になっておるわけです。が、「わしはそんなん
イヤだ。ゼロにしよう」となると原発をつけな
いようにするしかない。
　これでおわかりのように、許容量というのは
それを受ける人たちの考え方で決まってくる。
ですから、国によってその値（あたい）が違っ
てくるわけで、住民意識の強いところはアメリ
カのように下がるし、そうでないところはいま
までの値の使われるところもある。ぜひ、この
許容量というものを考えていただきたい。

自然放射線と推進派のトリック
　推進派は「放射線は自然の中にも100ミリレ
ムぐらいあるんだ。それに比べると原発の５
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ミリレムというのは問題にならん」と。「自然
の100ミリレムの中で人間がこれまで生きてき
て、どうってことないじゃないか。だからそれ
よりずっと低いのだから問題にならん」と。そ
の論調が１つです。これは大きなトリックがあ
ります。
　〝自然〟というのは、宇宙線という、どこか
分らん所からとんでくるものが３分の１ぐら
い。それから壁の中、あるいは泥の中にウラン
が入っていてそれが出てくる。野菜の中にもあ
るカリ、あの中にも放射能はございます。そう
いうもので体の外からも内からも照らされます。
　こいつは地球上に住んでる限りは、いまのと
ころ避けようがありませんし、そういう環境の
中でずっといままで生き続けてきたわけです。
それはどういう事かというと、100ミリレム浴
びてると、日本は１年に大体20万人ぐらいガ
ンで亡くなっているのですが、その中の2000
人ぐらいは自然の放射線で亡くなってることに
なります。
　遺伝的の障害をもった赤ちゃんも生れてきま

すが、その中の4000人ほどは自然の放射線を
浴びたために生れたのだ、と。それがバランス
がとれた状態ですすんでいるために見かけ上は
何もないように見えますけれども、実際は、自
然といえども、そういう害をちゃんとつくり出
している。
　それを「自然にあるから」というと、皆さん
は「安全なものだ」と思われて、さらに「それ
よりずっと低いから問題にならん」と、こうい
うふうに言ってるというトリックを知って下さ
い。

このサカナどこのサカナや？
　もう一つの論調は、自然にも100ミリレムあ
るのだから、その100分の５の、５ミリレムは
大したことない、と。竹村健一さんという人が

『私も原子力が恐かった』という本を書いて、
「自然の（放射線）はカワラが頭に落ちたくら
いだが、原発から出るのはハエが一寸とまっ
た。そんなもんやのに住民がワイワイ騒いど
る」、とこういう書き方をしてるんだそうです

『日本海新聞』（1982年３月７日）に掲載された中国電力の原発推進の広告『今、なぜ原子力か』より。
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が、そのインチキはこうです。
　５ミリレムというのは確かに影響は少い、と
いう事はわかりますね。しかし当たった人はガ
ンになる。あるいは、その子供さんに不幸な結
果が出てくる。当たらんかった人は「助かっ
た！」。こういう事になる。ですから、当たっ
た人は全体だから、全体が皆、こう、ハエがと
まってチョット痛い、というのでなくて、やら
れる人は確実に殺される。クジ引きみたいなも
んですね。
　「大丈夫や」言うエライ先生に限ってその晩
民宿へ泊ると、「このサカナ、どこのサカナ
や？」（大笑い）。それは何でかいうと、一寸か
すったかすり傷というようなわけにはいかんの
です。その先生が食べる、あるいは土産に持っ
て帰って子供に食べさすと、ひょっとしてガン
になるかも知れんのです、それは。そういう意
味で、確率で低い、という事で、それを頭にハ
エがとまって払うようなもんや、とごまかして
いるのです。
　だから例えば、死の灰が入ってない魚と、５
ミリレム程度やけど入ってる魚を目の前に置い
て、竹村さんも子供にどっち食べさすかという
たら、入ってない方を必ず食べさす。これは親
がやる当然の行為です。いくら少くても、うっ
かり引いたらその子にとって将来、不幸になる
というヤツは食わさんのです。そこをごまかし
てる。
　放射線によるガンや遺伝というのはどうして
出てくるのか。結局、最後は突然変異でどんな
に少い線を浴びても突然変異は確実に起こる。
ただ、起こり方が多いか少いかの違いという、
そこをしっかりとつかまえておいて下さると、
怪しげな理屈にだまされずにすむ。

電力会社のもう一つのゴマカシ
　もう一つのゴマカシは電力会社のパンフレッ
トや新聞広告に出ているもので、左下から

ズーッと右上に線が上ってる絵がかいてあっ
て、左下の方には原子力発電所、右上にはガン
の人が寝て放射線当ててる絵がある。そこへ何
万という数が書いてあって、それと５ミリレム

（原発の）とは比べものにならん、とこう書い
てあります。
　あれももの凄くインチキで、大体ガンの治療
に当てる放射線というのは、ガンでもう後２～
３ヶ月で死ぬかもしれん。けど、それを一寸で
も延ばしたいというんで、他をやられることを
覚悟してるんで、いまのガンをやっつけるため
に、10年先、20年先のガンをあきらめよう、
とそういう事をやってるわけです。
　ご婦人の方で乳ガンで放射線当てて、数年後
にそこからまた別のガンが出来る、という例が
幾つもあります。そんな、もう、のるかそるか
の時に当てる線量と５ミリレムを比べて、同じ
図にのせて「問題にならん」、という。こんな
ものを皆さんの税金で国の名前で新聞に載せる
というのは、許し難い行為やと思います。
　同じ載せるならもっと身近なものをのせる。
レントゲンの場合も100ミリレムですから、そ
れをずっとやってると、ちょうど自然のものと
同じで、１枚撮る毎に年々 2000人はガンで亡
くなってる。それから当てたその子供さん、当
てた子供の子供から4000人ほど、欠陥をもっ
た赤ちゃんが生れているわけです。にもかかわ
らず、これまで何でそんな事してたか、という
と、肺結核で死ぬ人が多かったからです。で、
早く発見して治療して救おう、ガンで後で死ぬ
人より結核で死ぬ人が多い時にはそれをやろ
う、という事だったわけです。

検診のレントゲンにも注意
　最近、肺結核がだんだん治るようになって、
レントゲンは小学校で１回、中学校で１回に
なっています。それ以上は浴びせない。特に子
供には影響が非常に大きいですから、そういう
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細胞にやたら当てる事はよくない。少々結核の
発見が遅れても、小・中学校で１回ずつとなっ
てる。ですからあんなとこへ100ミリレムと無
神経に書くより、その100でさえ出来るだけ浴
びせないようにしてるんだ、という注意をいれ
て、初めて政府が出すべきものなんです。
　それから胃ガン検診。私もおととい受けてき
ましたけど、40才過ぎると公務員は強制的に
やらないかん。なんで40過ぎてからやるかと
いうと、あれはもう、1000ミリレム近く浴び
せるわけです。そうすると、40ですからガン
は出たとしても大体20年あと、60から65才で
出ますから、ま、その頃はもうあとあんまり残
りがないわけですから（大笑い）。
　若い人にはなぜやらんかというと、若い人の
ガンは怖い。30代の人のはアッという間に死
んでしまいます。若い人にどんどん検診で放射
線当てると、ほんとのガンより浴びせて出来る

ガンの方が多くなるからで
す。で、平均寿命がだんだん
延びて、公務員もいま45才
からになってる。45才から
強制的にやって25年経って
ガンが出ても70才で、大て
い平均寿命と一緒やから、
ま、よかろう（大笑い）―
と、こうなってる。
　みんなそういう均合いを
保って医療業務をやってるわ
けで、無害だからやってるん

でなくて、やむにやまれずやってる。それを原
子力発電所のこんな数と比較している。ぜひと
も皆さん、このところはよく討論しておいて下
さい。そうするといろんなインチキにだまされ
ずにすむ。

５．死の灰はもれる
死の灰は無毒にできない
　それから死の灰やプルトニウムのやっかいさ
はまだあります。１つは、死の灰はそれを無毒
にする手段をもっておればいいんですね。放射
線にあたって病気になるわけですから、放射線
が出てこないようなものに変えてやればよろし
い。ところがそれが実は、私たちもそういう方
法はないかと思って一生懸命やったんですけ
ど、現在までのところ世界中でまだ、そういう
原理が見つかっていない。
　放射線を出すものは、こんな（原発）装置で
割合、簡単に作られるようになりましたけど、
作ったものを放射線が出ないようにするという
手段はないんです。あれば原子力発電のやっか
いさはずいぶん減るわけですけれども、どんな
にお金をかけてもいまのところそれを消す方法
がない。で、どうするかというと、それはコン
クリートの中へ閉じこめて、みんなの所へ出て
こないようにする。

毒性減るのに24万年
　幸か不幸か、放射能には寿命がございます。
ちょうど、買ってきた電球が寿命があるのと同
じで、安物の蛍光灯ははよ暗うなるし、上等の
は長うもつのと一緒で、蛍光灯の明るさがもと
の半分の暗さになった時の時間を―放射能の
時もおんなじです。死の灰をもってきて置いと
くと、初めは勢いよく放射線が出ています。そ
れが、時間が経つともとの強さの半分に減る。
その期間を「半減期」と呼んでいます。放射能
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《放射能の半減期の１例》

アルゴン 40（空気にまざっている）……………… ２時間
ヨウ素 131（甲状腺のガンに）…………………… ８日
クリプトン 85（生殖腺の近くに蓄積）…………… 10.7 年
ストロンチウム 90（白血病を引き起こす）……… 28 年
セシウム 137（生殖細胞を破壊）………………… 30 年
プルトニウム 239（ごく微量で肺ガンに）……… ２万 4,000 年
ヨウ素 129（甲状腺を侵す）……………………… 1,600 万年

には半減期がみなございまして例を３つあげて
おきます。
　短いヤツから、一つはヨウ素といいまして、
これはスリーマイル島の時にも飛び出してきま
して、周辺で赤ちゃんの死亡率が増えた、とい
う話を聞いておられると思いますが、その原因
はどうやら、事故でこのヨウ素が飛び出して、
それをお母さんが吸って、それをお腹の赤ちゃ
んが吸って、発育不良になって死んでいった、
という説がいま言い出されています。そういう
ヨウ素。やっかいですが、しかし、これは８日

間で半分に減り、次の８日間でまたその半分に
減る。ですから、いまスリーマイル島へ行って
も、ヨウ素はもうほとんど残っていません。で
すが、事故の直後は盛んに出ておったんですね。
　それからストロンチウム。これもスリーマイ
ルでも出ましたけどあんまり出ていない。むし
ろ、核実験で米・ソがボーンとやったのが、成
層圏にいまでもいっぱいあって地球に降ってく
る。1961年から66年ぐらいの間にお母さんの
お乳吸ってたり、ミルクをのんでたりしてた方
には、ストロンチウムが骨へちゃんと入ってる
わけです。ストロンチウムというのはカルシウ
ムと似てまして、骨をつくる時入ってくる。大
人の場合は骨ができてますから入らないんです
けれども、赤ん坊や子供の場合はどんどん取り
込まれていく。で若い方の骨には、だからずい
ぶん入ってるんですけれども、このストロンチ
ウムは30年で半分。ですから墓場まで行って
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も仲々減らん。それから、初めにも言った、猛
毒のプルトニウム。これは半分に減るのに何
と、２万4000年ですから、1000分の１になる
には24万年かかる。ちょうど類人猿がワアワ
ア言いだしたのがいまから24万年前の頃です
から、いまつくったプルトニウムもそのくらい
置いといてやっと毒がうんと減る、ということ
になる。その間、毒が外へ出ないよう閉じこめ
て置く、ということしかない。
　だから、寿命の短いヤツは割合いよろしいの
ですけれども、永いヤツは、本当に、何千年、
何百万年という間、外に出んように置いとかな
ければならない。それが非常にやっかいな点で
ございます。

放射能は目に見えない
　もう一つやっかいなのは、そういう死の灰や
プルトニウムが、お茶碗で食べるくらいパクパ
クたべないと害がない、というのではなくて、
超微量、目に見えない程度の量でガンや遺伝障
害が起こる。その一番ごついのがさきほどのプ
ルトニウムでございまして、耳カキ１杯で100
万人の人を殺すことができる。皆さんが掃除さ
れる時の、キラッと光るチリ、あれ１粒ぐらい
が入ると肺ガンに確実になる。そういう極微
量。皆さんのまわりに原子力発電所からやって
くるのはもちろん目に見えません。
　放射線というのは見えないわけですから、何
か特別の道具をもってないと、どれくらいやら
れたか、というのは分らない。スリーマイル島
周辺で、住民は浴びたに違いない。あの時変な
臭いがした、味がした、と言いに行くんですけ
れども、「イヤ、うちのメーターにはそんなん
出てへんかった」という事でつき放されている
のであります。青谷・気高でもそういうことに
なっていく。
　以上のやっかいな点をしっかり討論したり勉
強していただきたい。でないと、忘れた頃に出

てくる障害ですから、ついつい宣伝にだまされ
てしまいます。

放射能は必ずもれる
　では、どうして、推進派といわれる人たちは
こういうやっかいなものが出てくる原子力発電
を使おうとするのか、といいますと、その人た
ちは外へ出てこないように技術で押しこめる事
ができる、だから心配しないでいいんだ、とこ
う言っているんですが、私たち批判派はそうで
なくて、完全に閉じこめるのはムリだ。
　しかも炉にできてる量はベラ棒に多い量です
から、一寸もれても大変なことになる。だから
大勢の人の目の前で使うことは出来ないという
ので反対しているのでございます。で、どうい
う風にもれてくるか、というと原発でのもれ方
には、日頃運転している時と、事故の時とに分
れると思います。
　運転している時のことから言いますと、下の
方に、燃料棒というものの絵がございます。こ
れは差し渡しが１センチで長さ４メートルござ
います。太さ鉛筆ぐらいで、非常にヒョロ長い
ものでしてそれが炉の中に入っています。外か
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ら光って見える覆いの中に、ペレットという錠
剤のようなものをウランで作って、そのサヤの
中に200個ほど詰めて、出てこないようにサヤ
の上下を溶接で封じてございます。
　そういう棒を、この青谷をねらっている原発
ですと５万本ほど中に入れるわけです。１ぺん
に入れると倒れますから、200本宛を傘立ての
ようなものにさしまして、そういうものをまた
数百個並べる。そして忘れんように制御棒を
突っ込んでおく。原子力発電の火のところはそ
うなってる。
　ウランが燃えるということはペレットが燃え
てまっ赤になる事です。そして、後に死の灰と
プルトニウムがたまっていきますから、この燃
料棒から外に出ないはずなのですが、実際はそ
うはいきませんで、運転中に燃料棒に穴があい
てきます。これはいまの技術ではどうしようも
ないんで、これは事故とは申しません。
　そして、穴からお湯の中へ死の灰がもれて、
お湯と一緒にグルグル回る。この時、お湯が回
るだけならいいんですが、ポンプやバルブの所
からどうしてももれてくる。

エントツは死の灰の捨て場
　死の灰には、ガス状の死の灰と、ガスになら
ない死の灰と２つ混じっています。で、ガス状
の死の灰は原発の中にいっぱいになると危険で
すから、それをポンプで引張って、エントツか
ら外へ捨ててるわけです。
　島根原発へ見学に行かれた方は、ダンダラの
エントツをご覧になったと思いますが、原発と
いうのは煙を出さんのに、なんでエントツがい
るかというと、それがガスの死の灰の捨て場所
になっているわけです。これからも見学へ行か
れたら尋ねてみて下さい。「原子の火には煙は
出んのに、どうしてあんな高いエントツがいる
んだ」と。どういう答が返ってくるか。これは
非常に大事な質問です。大阪大学のあの男から

の入れ知恵だ（大笑い）、という事になっとる
そうですけど……。
　それから、煙にならん部分を集めて、煮つめ
て、ナベの底へ残ったものはドラムカンへ詰め
る。これが太平洋へ捨てに行こうとしているド
ラムカンです。そのドラムカンが、１年に大体
3000本ぐらい出来る、とされています。
　今年の３月までに、日本全国の原発にドラム
カンが24万本、たまりにたまってるわけです。
それを来年ぐらいから太平洋に捨てに行こうと
して、もの凄く現地から反対受けゆきづまって
いる。
　そうやっても取り切れなかった分、ドラムカ
ンへ入れた後も、どうやってもいろんなものが
残ります。それは水で薄めて、パイプでひいて、
海へ流れていく温排水の口にタレ流す。もちろ
ん皆さんが見学へ行っても、見えんように、奥
の方へ作ってあります。

政府公認でタレ流し
　下の絵は何かというと、この間、事故を起こ
した敦賀の絵ですが、こうして日頃から正々
堂々とタレ流しているので湾が何となく汚れて
いる、というので、海底の泥を採った時に放射
能が見つかった、というしるしです。これは貝
から見つかった、というしるしです。そうやっ
て、周囲10キロくらいは何となく湾が汚れて
くる。この辺に民宿がありますから、エラそう
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な事を言う先生ほど、ここへ来ると「この魚ど
このや？」と聞く事になるのでございます。
　それから畑に―これは海から上ったのでな
くて、エントツから出たのが流れていくうちに
落ちた放射能が見つかってる。
　どうしてこんなこと許してるかというと、
さっき言うた５ミリレムというヤツ。許容量が
あるからでございます。それ以下だからいいの
だという事で、政府公認で捨ててる。
　ですけど、敦賀の民宿へ行ってもあまりそう
いう事は言いたがりませんけれども、一寸親し
くなっていろいろ聞くと、敦賀の人たちは〝こ
この魚はたべない〟、ということになっており
ます。

６．事故の危険性
原発の事故とは
　それから、事故の時はどうかというと、あの
燃料棒からドッと放射能が出てくる、というこ
とが事故です。
　これは青谷の会場でもちょっと言いましたけ
れども、電力会社の人は、反対している住民に
対して、「お前ら間違うとる。原子力発電所が
爆発する、と言うて原爆と間違うてる」と言い
ます。
　これにまともに答えられませんと、その程度
の反対か、とバカにする例が沢山ございますの
でちょっと言うと、原子力発電に使ってる燃料
は、原子爆弾に使ってる同じウランなのですけ
れども、原発には燃えが悪いウランを使ってい
ます。
　ですから、もし間違って、制御棒をグッと抜
きすぎるような事があっても、全体が原爆のよ
うに大爆発をおこすことはまずない、とされて
います。小爆発にとどまる、というのは事実で
す。これを知りませんと、原爆と感違いしてい
る、とバカにしますので、皆さんも注意して下

さい。
　そしたら、原発にとって一体、〝事故とは何
か〟というと、それまでにすでに原爆の時のよ
うに、原子力発電のおなかいっぱいに死の灰、
1000発分の死の灰ができているのですから、
それが一挙に、どっと外へ出てくる、というこ
とを大事故と呼んでいます。

逃げる間もない暴走事故
　その出方を大きく分けて２つありまして、一
つは暴走事故。
　具体的には、制御棒を、ほんとはゆっくり抜
いていかないかんですけれども、機械の調子が
悪かった、あるいは運転する人がぼんやりし
とった、という事で、ガーッと勢いよく抜いて
しまう。そういうことが起こった時どうなるか
というと、急に火が燃え上りますから、格納容
器まで噴きとばすほどの爆発は十分起こりま
す。天上も吹っとびますから、死の灰が一挙
に、ドーッと外へ噴き出す。これが一番やっか
いで、アポロ事故と呼んでいます。
　アポロの打ち上げとおんなじで、ドーンと死
の灰も打ち上げられてくる。事故と同時に死の
灰が飛んで参りますから逃げる間もないのでし
て、これは世界でも実験の段階ではおこってい
ますけれども、実物ではまだ起こっていません。
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カラだき事故と水素爆発
　もう一つの形はどうかというと、カラだき事
故でして、皆さんの家でも水の入ってないフロ
をがんがんたくと、いっぺんに釜に穴があいて
しまう。あれとおんなじです。
　原子炉に入れてある水が何かの具合で抜けて
しまう。そうすると釜の温度がどんどん上りま
して燃料と蒸気とが一緒になって、猛烈に燃え
上るというやっかいなことが起こります。その
結果、燃料がグジャグジャに潰れて死の灰が
どっと出ます。
　同時に、水素ガスといういやらしいものが出
てきます。これがスリーマイルの時、世界中が
テレビの前でヒヤヒヤした、水素のあの大きな
泡でございます。水素というのは軽いものです
から原子炉のアタマへ上っていって、いっぱい
になる。そしてもし爆発すれば全部ふきとんで
大変なことになる。この爆発は、水素の爆発で
す。
　同時に、死の灰が吹きとんで周囲に襲いかか
る。そういう事になればこれは大変だ、という
ので世界中がヒヤヒヤした。あの水素というの
は炉心から発生したのだという事を、しっかり
覚えといて下さい。
　青谷の長尾鼻に運悪く原発ができて、ある日
水素が出た、というようなことを聞いたら一目
散に、出来るだけ遠くへ逃げること。水素が出

たというのは、中で大変な事が起こってるわけ
ですから。しかし、暴走事故の時と違って、ス
リーマイルの時でも水素が出始めてから放射能
が外へ出てくるまでに、大体、半日かかってい
ますから、その間に逃げる。ひたすら逃げるの
です（笑い）。
　そういう意味では水素が出たというのは、原
子力発電にとって致命的な事故が起こったこと
を意味します。水素はカラだきになって温度が
上って、燃料棒が崩れて出てきたという事を
しっかりと覚えといて下さい。

まだ続くスリーマイル事故
　カラだきはどうして起こったか。スリーマイ
ルは沸騰水型とは型が違いますけれど、要する
にバルブがございまして、本来なら閉じてな
きゃいかん。皆さんとこの圧力釜の上にも弁が
ついてますね。たきすぎるとシューッと噴い
て、ポンと落ちるあれ。あれがシューッと噴い
たまんま止まってしまったんです。
　で、閉まらんものですからそこから湯気が
ブーッと出た。ところが運転室では〝閉まった〟
という風にメーターで見えてたんです。で、開
きっ放しになってるのを知らんでジャンジャン
やったものですから、ドーッと湯気が出てカラ
だきになって、ああいう事になってしまったん
です。
　実際には、燃料棒がグジャグジャになってお
湯の中へ溶けて、そのお湯が噴き出てしまった
ものですから―現在、この中（格納容器）に
は3000トンもの水がいっぱい詰まってるんで
す。その中へ燃料棒にたまってた死の灰がドッ
と出てきている。皆さんはスリーマイル事故は
もう終ってると思われてるかもしれませんけ
ど、目下、事故は進行中でありまして、一寸の
ぞいてはすぐ飛び出す。決死隊が入って写真
撮ってはまた飛び出す、という事をやって中の
状況を監視しながら送っている。ガス爆発
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　発電会社はこの水を始末して、川へ流したい
んですけど、住民が「絶対に流させない」と
いって、周りにピケを張ってがんばっているの
で捨てられない。で、この中の機械が水の中で
すのでだんだん腐ってきてる、という大変な状
況になってきてるわけです。まだ、スリーマイ
ルのあの時より、もっと大きな被害が出るかも
しれないと心配されてまして、いったん燃料棒
が崩れると大変なことになる。現在もスリーマ
イル島事故は続いてる、という事をぜひ忘れな
いでいただきたい。

パイプのヒビ割れから大事故
　それ以外にカラだきはどうやって起こるかと
いると、パイプが折れてしまう。ヒビが入って
いるのを知らんで運転しておって、ボキッと折
れる。そうするとそこからドーンと噴き出てカ
ラだきになる。ヒビ割れができた、というと新
聞に大きな記事になるのはそういう事でござい
ます。
　「なんや、ヒビ割れぐらい」と皆さん思われ
るかも知れませんけど、それは大事故の隣り合
せの、大変なことです。ある日それがボーンと
折れたら一ぺんにカラだきになってしまう。

鳥取県は地震が一番問題
　それから地震です。鳥取県は地震が一番問題
ですから、私は鳥取県へは来ないやろと思うて
いたら、その鳥取へもってくるという。
　地震がなぜ怖いかというと、地震でパイプが
折れる、これが怖いんですね。建物は丈夫に作
るというのはいまの建築学で十分できるんです
けど、こういうモノとモノをつないでるパイプ
は弱いわけですから、一寸の衝撃でボキッと折
れる。どの程度の地震で折れるかは、実はまだ
わかっていない。
　本当は―みんなそうですね。例えば橋を
造って、地震でつぶれる。そしたらもって丈夫

にせないかん、とこうなるんです。そうやって
建築学というのは進んできたんですが、幸か不
幸か、原発ができてから大地震に遭った、とい
うことが世界中でまだないんです。それで日本
のような地震国は、世界中がたぶん、一回起
こってくれたらええのになぁ（笑）、と思うて
待ってるのかも知れません。
　地震が起こってももつと、「なるほど、いま
の設計でよかった」。もたんかったら、「これか
らもっと丈夫にせないかん」とそういう事で、
そのために日本でも、よりに選って地震のない
所へもって行く。鳥取は特に地震の多発地帯
で、ただでさえ地震でやっかいなところへ、ボ
キッと折れて上からバーッと放射能かぶせられ
たらたまりません。電力会社では、どうせ地震
で家がつぶれるんだからええやろ、とそんなア
ホなこと言う人がありますけど、地震で倒れた
上に死の灰が襲いかかるという事をぜひ皆さん
考えていただきたい。

「大事故は１億年に１回」のウソ
　そういうことに対し推進派や電力会社の人び
とは、「そんなこと起こらん」と。「カラだきに
なって死の灰が出てくるようなことは、自分ら
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の計算によると１億年に１ぺんくらいしか起こ
らん。せいぜい30年の寿命（原子炉が）の間
にそんな事は起こらん」と言いまくってきたわ
けです。
　しかし２年ほど前のああいうこと「スリーマ
イル島原発事故」が起こって、その論拠は完全
に崩れてしまった。いわゆ
る〝安全神話〟はつぶれてし
まった。いまでは、大事故は
絶対大丈夫、絶対安全、なん
て言えなくなってしまった。
なるべく起こらんように努力
する、という風にしか言えな
くなったんですね。

役に立たない避難計画
　これまでは原発の周辺では、必ず防災計画と
いうものができて、避難計画というものを作り
ました。けれども、それにはなんにも書いてな
かったんです。
　それが、スリーマイル島以降は、原発から
10キロの範囲は特別区域に指定されて、そこ
の住民はもしもの時にはどこのクルマをどこへ
集めて、どっち向いて逃げないかん、という事
が書かれることになっています。でもそんな事
書いても実際には実行できないんです。
　なぜかというと、原発から出てきた死の灰は
ずーっと目に見えない雲になって流れるわけで
す。大体、７度か８度の（分度器の）開き角を
とって、予定地（原発の）と皆さんの家の方角
とを結んでみて下さい。どっちの方向へ風が吹
いてきたら逃げないかんか、ということになる
のですが、そういうひらき角ですから、遠くへ
いくほどひらいてくるわけです。
　その範囲に死の灰がやってくる。風向きが変
ると別の方にいく。スリーマイル島の時は３日
間、出続けたわけですから、大体まんべんなく
ずーっと（笑）その辺に配給した、という形に

なっています。それも地上から見ていても全然
わからん。
　政府が出した避難計画の手引きをみますと、
だから風下へ逃げるのは必ずしもよくない。
つっ切って逃げるか、横に向いて逃げろ、と書
いてあるんですが、その雲は目に見えんわけで
すから事故の時はどっち向いて逃げていいか

（笑）。それに、こんな土地ですと風上は大体海
ですから、海に飛び込んで（笑）逃げるかしな
いといかん。要は、目に見えん、臭いもしない
ものですから、どっちをどう向いて逃げればい
いか分らない。
　それに事故の時はパニックが起こりますから
とてもそんな防災計画は役に立たん。
　そういう事は判っているんですけど、でもス
リーマイル事故までは、全くそんなもんいら
ん、となっとったのが、いまでは各地方自治体
ともかなり真剣に、そういうものを考えるよう
になってきた。ということは、大事故は絶対起
こらん、というのは崩れ去ってるということで
ございます。

７．結び
原発の危険手当て33億円
　以上、言いましたように、いろんなところで
問題が出てきております。それに対して、一方
は「許容量で大丈夫」「そんな事故は起こらん」
とやっておるわけでして、私たちは「そんな事
はない。少量だといっても長い間それが降り積
れば大変なことになる」という事を主張してい
るのでございます。
　最後は、なぜそんなやっかいなものを、どう
してやろうとしているのかという事ですが、結
論だけ申しますと、まず、原子力発電をもちこ
んでこようとしている側は政府と電力会社でご
ざいますが、どういうことが口実となっている
かというと、「石油がなくなる。石油がなくな
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るとエネルギーはどうする？」「当分は原子力
しかないじゃないか」という、これでやってき
ているわけであります。しかし、これはウソで
ありまして、決して原子力は石油の代替にはな
らない。そういう事がおいおいとはっきりして
きております。
　受けいれる側、主として、気高や青谷の地方
自治体をあずかっている町長さんや町議会でご
ざいますが―100万キロワットの原子力発電
が１基まいりますと、大体33億円というお金
が地方自治体へ交付金という形で入ります。そ
の用途は原子力発電がくる周りに安全施設をつ
くるとか、公民館をつくるとか、電気料金を割
引くとか、その他いろんな使い途がありまし
て、ことしの10月の値段で合計33億円配られ
ます。ですから、200万キロワットもってくる
とその倍ですね。これがたとえば青谷にできる
と青谷にそれだけ入る。
　期間は、建設を始めてから運転開始の５年ま
での間。その間にそれを使わないかんですけ
ど、年々割ってでもええし、一ぺんでもええし、
それが出る。それから、青谷の周りの市町村に
は、市町村全部あわせてやっぱり33億円出る
ことになっている。

カネかいのちか―住民の選択
　大体、原子力発電所というのは２基が最低
で、電力会社の予定では４基ぐらい置きたい。
４基だと大体、150億円ぐらい入る。この魅力
に地方自治体が耐えられないということが、一
番大きな問題でございます。ですから各地と
も、原発が安全かどうか、という議論はほとん
ど問題にならない。
　そんなの（安全問題）は、国がやるから国へ
まかしとけ。とにかく金をやるというから金を
取らんことには、赤字財政でどうにもやってい
けん。原発がイヤだと言うんなら代りにどんな
ええもんがあるか言うてみい―と、こういう

事を言って、反対派の人がたじろいでいる間
に、原発が入ってくるというのが、最近の顕著
な傾向です。
　10年ほど前にはもっと気概に満ちとったん
ですがねえ。これからの花形は原子力や、と。
いまはもう、どんな事いうても誰も信じないわ
けですから、どうせ危険手当や、と割切って、
金をとるためには危険は覚悟せな取れん。それ
が30億に相当するか、60億円に相当するか。
そういう生臭い議論で進んでいるという状況
で、たぶん、こちらでもそういう事じゃないか
と思います。
　ですから、結局は、町民の皆さん方が、そう
いうもん（交付金）に頼らんでも自分たちで
やっていくんだ、という事をはっきりさせる
か、それとも少々の害はあってもしようがな
い、金の方をもらう事にする、ということにさ
れるか、そういう事が恐らく最後には一番大き
な問題点になろうかと思います。

　　1981年11月15日
気高郡連合婦人会学習会講演より

（記録　小泉　澄子）
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原子力発電の安全性
京都大学原子炉実験所　小　出　裕　章

１．原発は危険だ

・危険だから大都会には建てない 268
・危険と引き替えにバラまかれる金 268
・青谷原発１日で広島原爆６発分 268
・死の灰は閉じ込められぬ 269
・３つのルートで死の灰が環境に… 269
・エントツから空にバラまく 269
・温排水に薄めて海にタレ流す 270
・原発の敷地にこつ然と現われる大河 270
・平常運転でも死の灰は必ず出る 270

２．必ず起きる事故

・起こる時には起こってしまう 271
・スリーマイルで実証された原発事故 271
・非常にズサンな日本の安全審査 271
・敦賀事故に見る現実とタテマエ 271
・まだ序の口の原発の大事故 272
・国がひっくり返るケタ違いの大事故も 272
・一度も試されぬ緊急炉心冷却装置 272
・死の灰は作れても無毒にはできない 273
・死の灰の管理20万年から100万年 274
・解明されていない死の灰の管理法 274

３．エネルギーの浪費

・石油より先にウランがなくなる 274
・原発は石油の１割しか代替できぬ 275
・原発は大量の石油を浪費する 275
・引き合わない原発のエネルギー収支 275
・生み出すよりつぎ込むエネルギーが大 276
・エネルギーは無制限に使えない 276
・環境自体が持たなくなる 277
・西暦2000年には温排水で漁業全滅 277
・低い食糧自給率とエネルギー浪費反省 277

４．弱者を踏み台に

・差別の上に立つ世界のエネルギー構造 277
・ウラン採掘の蔭に原住民の犠牲と汚染 278
・被曝要員の下請け労働者 278
・被曝基準にも下請け差別が 279
・モノ言わぬ子孫へおそろしいツケを 279
・悪どい電力会社、踏んだりけったりの住民 279

５．結び

・「お国のために」谷中村の教訓 280
・やがては国も地球も滅びる 280





　青谷の原発の話が大分進んできたということ
で、またうかがったのですが、鳥取の県議会で、
青谷の原発が問題になっている。随分早く話が
出てきたんだなあと、驚いているわけですが、
実は昨日、青谷の現地を見せていただいて、新
聞で県議会の記事を見た以上にびっくりしまし
た。国道のつけ替え工事の話も、進められてい

る。
　皆さんが全然知らないところで、話はどんど
ん進められている。皆さんも早く行動を起こさ
ないと、知らない内にやられてしまうというこ
とになりますので、ぜひ注意をしていただきた
い。
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１．原発は危険だ
危険だから大都会には建てない
　今日は、原子力発電所がどういうものかとい
うお話をするのですが、私は、原子力発電所が
危険だということは、もうお話する必要はない
のではないかと思っています。
　私は、原発は危険だということは、ずっと
言ってきていますけど、原子力発電を推進して
いる人も、原発は危険だということは、知って
いるわけです。
　それは、なぜ分るかというと、原子力発電を
いうものは、都会には絶対建たない。電気を一
番よく使う東京や大阪には、原発はない。日本
全国を見ても、都会に建っている原発は、１つ
もない。すべて、過疎地といわれる非常に貧し
いところに建っている。
　それは、とりも直さず、原子力発電所を建て
ようとしている人たちが、原発は非常に危険だ
ということを、知りながらやっているというこ
との、一番いい証明だと思います。
　最近、『東京に原発を』という本が出ました。
非常に皮肉な題ですが、「本当に電気が必要な
ら、東京に建てろ」と、東京に住んでいる人自
身が言っている。その人は、そういうことを通
じて、原発というのは、非常に危険なんだとい
うことを訴えている。

危険と引き替えにバラまかれる金
　原発が危険であるということの第２の理由
は、原発を建てられる時に、いろんな形でお金
がバラまかれます。
　一つは、電源三法という法律があります。電
源開発促進法という名前の法律がある。そうい
う法律を土台にして、原発を建てるところに、
危険と引き替えに、国のお金をやる。
　また、土地の所有者が土地を売る、漁民が漁
業権を売れば、お金が使われる。あるいは、原
発に賛成すれば、金をやるという買収の形や、

原発の視察に連れていくための大名旅行をする
など……。要するに、非常に貧しいところに、
お金を沢山バラまく。
　私は、お金がバラまかれること自体が、原発
が非常に危険であることの証拠だと思う。

青谷原発１日で広島原爆６発分
　では、なぜ原発は危険なのか。原子力発電所
の目的は、電気を得るためですけれど、原子力
発電が動く限り、死の灰ができる。それは絶対
に避けられない。それが、危険なのです。
　では、どれぐらい危険なのかといえば、そこ
の青谷に計画されている原子力発電は、110万
キロワットといわれています。110万キロワッ
トの原子炉が、３基か４基というふうにいわれ
ています。
　110万キロワットの原子炉が１日動けば、3.3

昔の宰相「貧乏人は麦を食え」
今の宰相「過疎地には原発を」

広島原爆　爆発の瞬間
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キログラムのウランが燃えて、3.3キログラム
の死の灰ができる。ヒロシマの原子爆弾は、
600グラムのウランから、600グラムの死の灰
が出た。ところが、青谷に計画されている原発
が動くと、ヒロシマの原爆の６発分、非常に膨
大な死の灰が出る。
　万一それが、皆さんの住んでいるところに放
出された場合には、非常に大きな被害が出るこ
とになります。

死の灰は閉じ込められぬ
　では一体、私みたいな「原発は危い」といっ
ている人間と、「原発はやらざるを得ないんだ。
何んとかなるだろう」といっている人たちと、
どこが問題になっているかといいますと、この
ように膨大にできる死の灰を、閉じ込めること
ができるか、環境にバラ撒かないですむかどう
かが、私たち専門家の間で、論争を起こしてい
る点なのです。
　本当に閉じ込めておけるならば、それほど危
険はないが、本当に閉じ込めておけるのだろう
かという点です。原子力を推進している人たち
は、本当に閉じ込めておけると考えておられる。
　皆さんは、中国電力からお話をおききになっ
たことがあるかどうか分りませんが、電力会社
の人は、はじめは「死の灰は絶対だしません」。
ところが、しばらくして住民が事実を少しずつ
知ってくると、「死の灰は、少しは出るが、非
常に微量だから、心配ありません」という言い
方をする。
　恐らく、これから青谷に原子力発電を建てる
とすると、中国電力の人が皆さんのところに来
て、そういう言い方をするだろうと思う。「少
しは出るだろうが、非常に微量だから心配要ら
ない」と。

　しかし、そうではないと私は思います。

３つのルートで死の灰が環境に…
　死の灰が、皆さんのところに関係してくるの
に、３つのルートがあります。
　１つは、原発が何のトラブルもなく、非常に
いい状況で運転されている時でも、死の灰は
降ってくるし、海に流される。
　つぎの段階は、何か事故があったらどうする
かという心配が常にある。
　３番目に、原発が非常に順調に動いて、事故
もなかった。ところが、原発は20年ぐらいす
ると、ダメになってしまう。どの機械でもそう
ですが、20年、30年経って、原子力発電所が
古くなってだめになっても、一度できてしまっ
た死の灰は、なくならない。それが、やがて私
たちのところにやってくる。
　そういう、３つのルートです。

エントツから空にバラまく
　日常的に原子力発電所が、非常に順調に動い
ている時でも、原発の高いエントツ（決して煙
の出ないこのエントツは、排気筒といってい
る）からは、死の灰を出している。
　死の灰は、非常に危険ですから、なるべく高
い所から出して、人が住んでいるところに来る
時には、薄まってしまうという、それぐらいの

（注）アメリカの国防省の当時の発表では、ウラン１キロ
燃えて死の灰１キロ（広島原爆３発分）だったが、この講
演時点では600グラム（６発分）、現在は750グラム（４発
分）とさらに修正している。
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考えですが、一たん出てしまった死の灰は、決
してなくならないわけですから、薄まるにして
も、どこかで人間のところに来る。

温排水に薄めて海にタレ流す
　もう一つは温排水。110万キロワットの原子
炉というと、実は、330万キロワット分の熱が、
原子炉の中ではできている。その内、電気にで
きるのは、３分の１の110万キロワットで、残
りの３分の２は海に捨てている。
　捨てないことには、原発は運転できない。捨
てるというのは、海水を原子力発電の中に引き
込んできて、海水を温めてまた海に戻すという
作業をしている。

原発の敷地にこつ然と現われる大河
　110万キロワットの原発ですと、１秒間に
80トンの海水が、約７度も温度が上ってまた
海に帰る。１秒間に80トンというと、千代川
よりもっと大きい河が、原子力発電所ができる
と、その敷地にこつ然と現われる。
　もちろん、原子力発電所というのは、１基て
建てられることはなく、青谷の原発計画も、３
基から４基といわれていますから、量も３倍か
ら４倍。１秒間に300トン近い、しかも熱い河
が原発の敷地にできる。
　１秒間に300トンといえば、日本一の大河で
すが、もし青谷に原発ができるとなると、日本

一の、しかも熱い河ができてしまう。その河は、
ただ熱いというだけでなく、その中に死の灰が
ある。

平常運転でも死の灰は必ず出る
　原子力発電には、避けようがなく、死の灰が
できてしまう。その避けようがなくできた死の
灰は、原発の中に閉じ込めておくことができ
ず、避けようがなく表にもれる。
　それを原発では、捨てなければならない。一
部は煙突から、一部は温排水という大きな河
に、薄めて流している。
　いまの国の法律では、死の灰で非常に汚れた
水は、そのまま捨ててはいけないが、これを水
をジャアジャア流しながら薄めてしまえば、捨
ててもかまわないことになっている。ですか
ら、原子力発電所には大きな河ができています
から、少しぐらい死の灰がでてきても、皆その
河に流してしまえばよい。そういう法律なんで
すから。
　ですから、熱い河というのは、本当は原発の
中から出てきた熱の３分の２を捨てるためにあ
るといいましたが、実は、原子力発電所が停
まっている時も、ぐるぐる河は流れている。も
ちろん、原子炉が停まっているから、河は熱く
はありません。熱くはないけど、河だけは流れ
ている。なぜ河を流しているかというと、死の
灰を薄めて捨てるために流している。
　だから、その河の役目は、明確に二つある。
一つは、原子炉の中でできた熱の３分の２を捨
てるため、一つは放射能を薄めて流すため。
　原子力発電所は、非常にうまく運転されてい
るという時でも、死の灰は、そういう形で皆さ
んの住んでいるところに出てくる。
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２．必ず起きる事故
起こる時には起こってしまう
　きわめて当然の事なんですけれども、この世
の中に、絶対事故を起こさないというものは、
何一つありません。別に事故を起こそうと思う
わけではないけれども、事故というものは起こ
る。どんな機械でも、大ていは何かのハズミで
事故を起こす。
　原子力発電所については、国が非常に厳重な
安全審査というものをやっていて、「国がお墨
つきを与えたんだから、大丈夫だ」といってい
る。しかし、私はだめだと思う。国がいくら厳
重に安全審査をしても、事故というものは、起
こるときには起こってしまう、というふうなこ
とを前々からいってきた。

スリーマイルで実証された原発事故
　そのことが一番はっきり現れたのは、1979
年３月、スリーマイル島で、非常に大きな事故
が起こった。
　では、アメリカでは、安全審査を何もしな
かったかというと、アメリカは非常に厳重に安
全審査をやっている。スリーマイル島の原子力
発電所も、実は安全だというお墨つきを与えら
れて動いていた。ところが、思いがけない事故
というものは、起こった。
　だから、日本の国でいくら厳重に安全審査を
やったといっても、事故が起こる時には起こ

る。事故というものは、そういうものなんだと
いうことを、あの事故は示したんです。

非常にズサンな日本の安全審査
　ところで、日本の安全審査は、そんなに厳重
にやっていません。
　例えば、アメリカでは、原子力発電所の規制
を担当している役所には3000人ぐらいの職員
がいて仕事をしている。日本の原子力発電所の
規制をしている役所には、約100人しかいませ
ん。それぐらい、日本の国の原発のやり方には、
いまだに力がこもっていない。
　さらに、安全審査のやり方についても、非常
にズサンな審査しかされていない。要するに、
電力会社が書類を出す。「こうこう、こうする
つもりです」という書類を読んで、「アア、こ
うこう、こうすれば大丈夫だろう」といって、
印が押される。
　こうこう、こうすれば、という仮定は、事故
のときには成り立たない。こうこう、こうする
つもりだったけれど、そうならなかったという
のが、事故というものなんで、タテマエで安全
審査が行われているわけです。
　決して、タテマエ通りにいかない時に、事故
というものは起こるんで、そんな安全審査、い
くらやってもだめなのです。

敦賀事故に見る現実とタテマエ
　敦賀の原子力発電所の事故は、ご存知と思い
ます。絶対に死の灰が流れないといっていた普
通の排水口から、死の灰が流れて出ていた。
　私が先日、敦賀原子力発電所に行った時にも
らってきたパンフレットに、「原子力発電所の
運転によって生じる気体、液体あるいは固体等
の放射性廃棄物は、環境への影響を与えないよ
う、廃棄物処理装置で、放射能の除去または低
減をします。したがって、放出される放射能は、
極く少く、常に測定監視して、無害であることスリーマイル島原発（米国ペンシルバニア州）
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を確認しています」とある。
　放射能に、無害ということはまずない。「測
定しています」というが、そうでないところか
ら、やはり死の灰は、環境に出てくるというこ
とに問題がある。
　決して、タテマエ通りにいかないというの
が、事故なのです。

まだ序の口の原発の大事故
　「原子力発電で、事故は起きない」といわれ
ているけれども、原子力発電所にも事故は起こ
る。事故が起こった時には、非常に大きな被害
を生じる。
　さいわい、スリーマイル島の事故でも、敦賀
の事故でも、いまのところ、それほど大きな事
故にはならなかった。じゃあ、原発で起こる事
故というものは、せいぜいあの程度のものかと
いうと、そうではない。

国がひっくり返るケタ違いの大事故も
　もし原発で、本当に大事故が起こったら、ど
れぐらいの被害が出るか。アメリカの、原子力
を推進している役所で、そういう計算をしたこ
とが、何度もあります。一番新らしいデータは、
５年ぐらい前に出た3000ページぐらいのくわ
しい報告書です。それによれば、原子力発電所
で非常に大きい事故がおこった場合は、次の表
のようになります。
　10兆円ぐらいというのは、土地の補償金だ
けで、人間の補償は含まれてはいません。日本
の国家予算は、20兆円ですから、それだけでも、

膨大な金額です。
　もし、本当に事故がおこったとしたら、非常
にケタ違いの、国がひっくり返るぐらいの大事
故になる。

一度も試されぬ緊急炉心冷却装置
　そういう大事故は、非常に起こりにくいとし
ても、起こった時には取り返えしがつかないか
ら、原発はやめるべきだと私は思う。そういう
事故は、いつかはおこるだろうと、私は思って
います。
　なぜなら、そういう事故にならないようにす
る安全装置が、原子力発電所にはついている。
名前は、緊急炉心冷却装置という。これがある
から、先刻いったような事故は絶対起きないと
いわれているが、その安全装置が有効に動くか
どうか、一度も調べられたことはありません。
　実はいま、実験している段階です。青谷原発
は、１基で110万キロワット（熱出力では330
万キロワット）の原子炉ですが、実験している
のは、５万キロワットの非常に小さな、オモ
チャみたいな原子炉を使って、いま実験をして
いる。そういう段階です。
　ところが、実際には原子力発電所だけは、ど
んどん建てられている。ですから、もし事故が
起これば、実際の原子力発電所で、その装置の
実験をしていることになる。失敗すれば、大き
な事故になる。
　私は多分、安全装置は動かないだろうと思っ

即　死 １万3000人ぐらい

すぐ障害を受ける人 18万人ぐらい

晩発性障害
（何十年も経ってガン等で倒れる人） 13万5000人ぐらい

遺伝的障害を受けて生まれてくる人 15万人ぐらい

人が住めなくなる地域 1500平方キロ

放射能を除去して人が住めるように
する地域

１万5000平方キロ
（中国地方全域

ぐらいの広さ）

その土地の補償などにかかる金 10兆円ぐらい
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ています。その点に関しては、原子力を推進し
ている人も、本当にうまくいくかどうか自信が
ない。だからこそ、原子力発電所は都会には建
てられない。
　さきほど、私が言った原発の大事故の数字
は、アメリカの、人口が非常に少ないところに
建てられた原発の事故の被害の数字ですが、も
し都会に建てられていたら、その何十倍、何百
倍の被害がでる。ですから怖い。
　原子力を進めている人も、怖いんです。だか
ら、原子力発電所は都会には建てられない。そ
れが、原子力発電所で起こった事故の怖さです。

死の灰は作れても無毒にはできない
　さいわい、事故は起こらなかったとしても、
原子力発電所は、20年か30年経てば、古くなっ
て使えなくなります。しかし、死の灰は残る。
死の灰は、作ることはできても―いまでもど

んどん作っているわけですが―その死の灰を
消すことはできません。
　私たち日本人は、かなり悲惨な公害を、いろ
いろ経験してきました。一番よく知られている
のは、水俣病です。それは、有機水銀が人間の
体の中に蓄積して、ああいう病気を起こしたの
ですが、いまの科学の力では、人間の体の中に、
水銀が入らないようにすることは、不可能では
ありません。やる気になればです。ただ、水俣
病の場合は、企業がそういうことをサボったか
ら、ああいう被害が起こったんです。
　死の灰の場合は、お金を惜しまずに、死の灰
を無毒化しようと考えて、どんなに沢山お金を
使ってもダメです。決して死の灰をなくすこと
もできません。無毒にすることもできません。
絶対にです。
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死の灰の管理20万年から100万年
　ただ、ひとことで〝死の灰〟といっています
けど、いろんな死の灰がありまして、それぞれ
寿命を持っている。すぐに寿命が切れて、なく
なってしまう死の灰も、実はありますが、一
方、非常に永い寿命を持っていて、なかなかな
くなってくれない死の灰もある。
　人間の寿命は、せいぜい数十年ですが、死の
灰は、数万年とか数十万年とか、そういう永い
寿命を持った放射能がいくつもある。
　ですから、原子力発電所を使って、20年ぐ
らい電気を起こしたとしても、できてしまった
死の灰は、あるものは何十万年もなくなっては
くれない。確実に危険なのです。
　私たちのような仕事をしている者の間では、
死の灰は大体20万年から100万年の間、隔離
しておかなければならないということになって
います。そうでないと、人間に被害がある。
　20万年から100万年といっても、想像がつ
かないほどですが、それぐらい永い間、死の灰
を閉じこめておかねばならない。私は、とても
そんなことできないというふうに思います。

解明されていない死の灰の管理法
　「これから科学が進歩すれば、なんとかなる
んじゃないか」という人がある。死の灰を、な

んとか管理しようということは、何十年間、必
死で研究しているわけです。
　私は、原子力発電は、これ以上作るべきでな
いと思っていますが、すでに原子力発電は何基
もできていて、死の灰はどんどんできている。
その死の灰は、何十万年も管理がいるわけです
が、その死の灰を何んとか安全に管理できるよ
うにしなければいけないと強く思っています
が、いまのところ見つかっていません。
　これから、本当にそういう方法が見つかるか
どうか、非常に難しい。とにかく、時間の長さ
がベラ棒ですから、いまの人間が、その時間の
長さにわたって、保証を与えることは、恐らく
タテマエでそんなことが言えたとしても、現実
問題としては困難です。
　もし、20万年から100万年の間に、何らか
のトラブルが起こった場合、私たちや、もしく
は私たちの何十代も後の子孫に、悪い影響を与
えることになる。
　以上が、原子力発電所の死の灰が、私たちに
関わってくる３つのルートですが、そのどれ一
つをとってみても、非常に重要な問題ですし、
いまの科学技術の段階で、「絶対に大丈夫だ」
という保証を与えられない問題なのです。
　少なくとも、そういう段階であるならば、私
は原子力発電所はやるべきではないと思う。

３．エネルギーの浪費
石油より先にウランがなくなる
　私は、そういう話をあちこちでしているわけ
です。すると、聴衆の人から「そんな危険なも
のなら、なんでやるのか」と逆に聞かれます。
　推進派の人にいわせれば―推進派の人も、
実は（原発が）危険だということは、認めてい
るわけです―しかし、エネルギーが必要だか
ら我慢をする。石油というものは、なくなって
しまう。石油がなくなれば、つぎは原子力だ。
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原子力は未来のエネルギーだと、推進派の人は
いうわけです。が、それはウソです。
　原子力のウランは、燃えるウランと燃えない
ウランがあって、燃えるウランはそのうちの
150分の１だけです。地球上にウランは、大体
300万トンとか500万トンとかいわれ、燃える
ウランはその150分の１。それがどれぐらいも
つかといえば、いまのまま原子力発電をやって
いって、せいぜい20年、長くもっても30年。
　石油は、後30年といわれています。石油が
30年しかもたないというのは、30年前からい
われていた。何んとか新しい石油を見つけなが
ら、後30年はもつでしょう。
　「石油がなくなったらウラン」なんて……。
石油がなくなる前に、ウランの方が先になくな
る。

原発は石油の１割しか代替できぬ
　大体、日本はものすごく石油を使っているの
ですが、その中で発電用に使っているのはせい
ぜい25パーセントぐらい、あとは化学工業用
やガソリン等に使っている。
　原子力発電所は、停めたり動かしたりという
小回りがきかない。火力発電所は、その点停め
たり動かしたりできます。その点で、すべての
発電所を原子力発電所にしてしまうことはでき
ない。やはり、全体の中で小回りのきく発電所
も必要になる。
　もしかりに、いまの発電所の50パーセント
を、原子力発電所にしたとすれば―たぶん、
そんなことはできないでしょうが―現在、石
油の25パーセントが発電用に使われているの
ですから、そのうちの50パーセントが原子力
発電所になった場合、発電用石油は半分になっ
て10パーセント。つまり、原子力発電所が石
油の代わりになれるとしても、全体のせいぜい
１割。
　「原子力が石油の代替になる」とよくいわれ

ますが、そんなことはできない。どんなにがん
ばっても、せいぜい１割ぐらい。あとは、石油
なんです。石油がなかったら、やっぱりダメな
んです。

原発は大量の石油を浪費する
　もっと悪いのは、原子力発電所は非常に石油
を浪費しています。
　原発１基つくるのに、4000億円とか5000億
円とか、膨大なお金を使って鉄やコンクリート
のお化けのような建物など、それらの資材をつ
くるにも、ウランを掘ったり、運搬するのも、
石油を使って機械を動かしながらつくってい
る。ですから、原発をつくるのに要る非常に沢
山の資材は、皆石油を使って生み出している。
　原子力発電所をつくった後、運転するにも石
油が要る。

引き合わない原発のエネルギー収支
　さきほど、ウランのうち燃えるウランは150
分の１しかないといいましたが、原子力発電所
の燃料にするには、燃えるウランの割合を、全
体の30分の１ぐらいに高める「濃縮」という
操作をしなければならない。
　このウランの濃度を高める操作だけで、非常
にバカバカしいほど、電力がいる。その上に出
てきた死の灰を、何十万年も管理するのに、非
常に沢山の資材がいる。
　ですから、原子力発電を使ってエネルギーを
生み出すのが、得か損か、実はよく分らないん
です。発電すれば電気が出るのは確かだけれ
ど、そのエネルギーを得るために、非常に沢山
のエネルギーを使ってしまう。本当に、得にな
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るのか損になるのか、いま一所懸命計算をして
いる。そんな状態です。
　前にアメリカで、原発を推進している役所
が、そんな計算をしたことがあるんですが、原
発が30年間非常に順調に動いたという場合で
も、たぶんつぎ込んだエネルギーの約４倍ぐら
いしか、利用できるエネルギーは出ない。それ
には、何十万年にわたる死の灰の管理に要する
エネルギーは、全然計算に入れない、非常に甘
い計算になっている。

生み出すよりつぎ込むエネルギーが大
　私は自分で計算しましたのですがせいぜい、
原子力発電所の寿命は15年。順調にも動かな
い。最近でも、稼働率の平均は、せいぜい50
パーセントぐらい。原子炉は年が経つにした
がって、稼働率が悪くなりますから、耐用年数
15年、稼働率40パーセントで計算してみたら、
つぎ込んだエネルギーの、倍ぐらいのエネル
ギーしか生み出せない。それに、死の灰の管理
もやるとすれば、たぶん出てくるエネルギーは
非常に少ない。
　原子力発電所が建つのに５年ぐらいかかりま
す。その間に非常に沢山の資材をつぎ込んで、
後15年ぐらいで、少しずつ電気が出るという
具合になるのですけれども、いまのように、次
から次へと原子力発電所を建てていくと―あ
とから電気は出てくるわけですが―建てるた
めにまずモノがいるわけですから、つぎ込むエ

ネルギーの方が、はるかに多いという状態に
なっている。
　私の計算では、いま日本にある22基の原子
力発電所が、いままでつくってきた電気より
も、はるかに多いエネルギーを、原子力発電所
を建てるために、使ってしまっている。ですか
ら、これからもどんどん原子力発電所を建てて
いくとすれば、エネルギーを使っちゃう方が、
はるかに多いという状態になるのです。
　ちゃんと計算してみれば、原子力はエネル
ギーを生む以上に、石油を浪費している。

エネルギーは無制限に使えない
　「エネルギーが必要だから、原子力を推進す
るんだ」という人には、じゃあ、一体どこまで
エネルギーというものは、使えると思っている
のかと、私は逆に聞くことにしているんです
が、エネルギーを無制限に使うってことは、ま
ずないでしょう。
　日本は明治のはじめ頃から、大体この100年
間に、200倍ぐらいのエネルギーを使っている。
1960年と比べると、僅か20年間に５倍ぐらい
のエネルギーを使っている。20年間に５倍と
いうのは、１年間に８パーセントずつ多くなっ
ているということです。
　この調子で、エネルギーを前の年より８パー
セント多く使い続けていくと、100年後には今
の2200倍もエネルギーを使う計算になります。
100年後というのは、そう遠いことではない。
皆さんの孫の時代ですが、本当に2200倍もの
エネルギーを得ることが、可能かといえば、不
可能です。
　現在、太陽から送ってくる熱（エネルギー）
の、200分の１に相当する熱を、石油等を燃し
て使っている。ところが、もし100年後に今の
2200倍になるとしたら、太陽から送ってくる
熱の10倍ぐらいのエネルギーを、石油とか原
子力を燃して得ようという。石油もそんなにな
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い。ウランもありませんから、私はとてもそん
なことありはしないと思います。

環境自体が持たなくなる
　もし資源があるとして、エネルギーを沢山使
えるとしても、できない。それは、太陽が送っ
てくる10倍ものエネルギーを、どんどん燃し
て使おうと思ったら、生きている環境自体がも
たない。皆壊れてしまう。
　すでに日本の都会は、異状気象になってい
る。人間の環境は、だんだん変化してきて、お
かしなことになってきているのに、そんなに
なったら、とても人間住むことができません。
　だから「エネルギーが足らないから、原子力
を進めよう」というようなことでは、もうだめ
なんです。なんとかこれ以上エネルギーを使わ
なくても、生きていけれるような生活を考えよ
う、というのが私たちの考えです。

西暦2000年には温排水で漁業全滅
　日本では、西暦2000年つまり20年後には、
原発で１億キロワットの発電をやろうという計
算があるのですが、それが実現するとすれば、
大体１年間に1300億トンという温排水が出来
ます。

　それはどんな量かというと、日本の河川の
流量をすべてたすと4000億トン。日本の年間
の降水量は60億トン。ところが、原子力発電
所が１億キロワットになったら、原発だけで
1300億トンの温排水がいる。
　火力発電所とか全部あわせると、たぶん
6000億トンを越えてしまう、というふうにい
われています。つまり、日本に降ってくる雨の
量を全部あわせた量より多いぐらいの、熱い河
を日本はつくることになる。
　最近、日本の近海漁業は、非常に汚されてど
んどんだめになってきている。もし今のような
やり方で進めていくと、西暦2000年の頃には、
日本中の近海漁業は全部だめになってしまう。

低い食糧自給率とエネルギー浪費反省
　エネルギーが足りないというけれど、日本は
いまでも食糧の自給率がものすごく低い。エネ
ルギーがないどころか、食い物もない。それを
いまエネルギーだけをないないといって、エネ
ルギーだけを作ろうとしている。正気の沙汰で
はない。
　日本人はエネルギーを浪費しすぎると私は思
う。1960年の頃は、いまの５分の１しかエネ
ルギーを使っていなかった。それでは、いまの
人はその５倍もしあわせかといえば、別にそう
でもない。むしろ、何か大切なものを忘れてき
ているといえます。

４．弱者を踏み台に
差別の上に立つ世界のエネルギー構造
　地球上にはいま、40億の人が生きている。
　その中で、先進国といわれている日本、アメ
リカ、イギリス、フランス、西ドイツ、この５ヶ
国の人口を合わせると５億。全地球の８分の１
の人間が、全地球の半分ぐらいのエネルギーを
使っている。あとの８分の７の人間が、残りの
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半分を使っている。
　日本の人口は、１億1000万人。約40分の１
ですが、大体８パーセントものエネルギーを
使って、ぜいたくにくらしているという情勢で
す。
　私が、原子力を絶対許せないと思うのは、原
子力というのは、弱い人間を踏み台にしなけれ
ばできないということです。沢山の例がありま
す。

ウラン採掘の蔭に原住民の犠牲と汚染
　ウラン鉱石は、日本には人形峠等で少し出ま
すが、ほとんど全部外国から買っている。一番
沢山買っているのは、ナミビアという国で、人
種差別で有名な、南アフリカという国が、武力
で占領している国なんです。
　国連の中にナミビアの代表がいて、「いまナ
ミビアから持ち出されているウランは、南アフ
リカの手で盗んだものだ」と、宣言している。
その盗品を、日本は買って原子力発電に使って
いる。
　つぎに多いのが、オーストラリア。オースト
ラリアという国は、普通白人の国と思われてい
ますが、昔から住んでいた原住民を、後から
入ってきた白人が武力で占領して、住みやすい
ところから追い出し、砂漠のようなところに追
いやった。ところが最近、原住民が細々とくら
している不毛の地に、ウラン鉱石が見つかる

と、白人はまた原住民を追い出した。そこで採
れたものを、日本は買っている。
　同じことがアメリカでもある。アメリカは、
インディアンの居住地に、ウランが沢山見つ
かって、そこからウランを採っていますが、最
近の調査によると、非常に放射線でインディア
ンが汚染されている。そんな形で、非常に弱い
ところから、ウランは奪われている。

被曝要員の下請け労働者
　次に、原子力発電所自体が、非常に経済的に
弱い過疎地をねらって建設される。
　原発にどんな人が働いているかというと、一
番数が多いのは、下請け労働者です。危険な作
業をするんですね。原子力発電で働く労働者
は、死の灰を被曝する。
　原発労働者の被曝の実態は、政府や電力会社
の発表によると、９割から9.5割が下請け労働
者で、残りの１割たらずが電力会社の労働者。
私は多分、もっとひどく下請け労働者の人は被
曝していると思う。これは、非常にけしからん
ことだと思います。
　要するに、電力会社の社員は、危険な作業は
いやだからなんで「危険な作業は下請けにやら
せろ」という要求を、電力会社にしている。そ
ういう状況の中で、危険な作業はどんどん下請
け労働者にやらせている。
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被曝基準にも下請け差別が
　１年ぐらい前にやっとわかったんですが、
被曝基準を、電力会社の社員は１日100ミリレ
ム、下請け労働者は300ミリレムとしている。
同じ人間ですよ。同じ人間なのに、下請けは３
倍浴びてもいいと。
　ところが、原発の中の汚染がひどくなってき
て、それだけではすまなくなり、特に危険な作
業の時には、下請けは1000ミリレムまで浴び
てもよい、という基準を作った。このように、
弱い者へのしわ寄せをしている。

モノ言わぬ子孫へおそろしいツケを
　それから、これもずいぶんひどい話ですが、
私たちは原子力発電を20年か、30年やって、
電気をつくっても、死の灰というものは、永遠
に管理していかねばならない。管理をサボった
ら、直ちに被害を受けるから、サボることはで
きない。私たちの子孫は、永遠に死の灰の管理
をしながら、生きていかねばならない。
　私たちは原子力を使って電気を作って、ほん
の少し繁栄するでしょうが、そのツケは全部子
孫の方にいく。ツケを負わされる子孫は、私た

ちが原子力を使用することについて、いま生ま
れてもいないし、発言力も権限もない。
　野坂昭如という作家が、こう書いています。

「原子力平時利用は、現在生きているわれわれ
が、未来の人類の生命財産、人間らしい生き
方、人間にふさわしい自然環境を収奪、破壊す
ることで、当面の文明を支えようという企みで
ある」「われわれは、親の脛を囓って育った、
そして今、子供の血をすすり、孫の骨をダシに
して、繁栄とやらを楽しむ」。
　まさに、その通りですね。原子力は、強者が
力にまかせて、弱い者を踏み台にしてやってい
る。弱い者を踏み台にしてやっていると、私た
ち自身を蝕み、人間がだめになる。私は、原子
力は危険だという問題以上に、そういう意味で
原子力は許してはいけないと思う。

悪どい電力会社、踏んだりけったりの住民
　青谷がねらわれているわけです。青谷といっ
ても、気高町との境、むしろ気高町に近い。
　一度原子力発電所にねらわれたら、非常にし
つこい。少しぐらい反対しても、決してあきら
めない。私は、各地の事例を知っています。
　和歌山県の日高町に、関西電力の原子力発電
所を建てる計画がある。一番はじめは、材木屋
が土地を買いにきた。「材木工場を建てたい。
土地を売ってくれ。建ったら皆さんを雇うか
ら」「決して、他に土地を転売したりしません」
ということだった。そこは漁村でした。海がだ
んだんダメになってきているし、働き場所がで
きていいだろうというんで、土地を売った。
　そしたら、材木会社はその土地を関西電力に
売ってしまった。住民は材木会社ができるとい
うので土地を売ったら、原子力発電ができると
いうのでびっくりして、裁判に持ち込んだ。と
ころが、裁判では負けてしまいました。「材木
会社の社長が言ったのは、口約束だった。契約
書も何もないのはダメだ」というんです。結局、
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土地は取られてしまった。着々、原子力発電所
を建てる計画が進められている。
　おまけにもっと悪いことに、材木屋が住民を
訴えた。
「住民がイチャモンをつけたから、すぐ売れな
かった。何年か停止させられたために、損した
分、３億円払え」というのです。住民側は、３
億円なんてとても払えませんよ。先の裁判で意
気消沈している処へ、今度また裁判で負けたら
どうしようかと、非常に苦しい時に、関電がで
てきて、「オレが仲に入って裁判を取り下げさ
せてやるから、原発には協力しろ」ということ
で、住民は脅かされたあげく、原発に協力させ
られる状態になった。
　それだけではない。漁業協同組合の幹部が、
電力会社に言い含められてかどうか知らない
が、２億8000万円の不正融資をしてコゲつか
せた。そしたら、関電が３億円預金をしました。

漁協はつぶれずに済んだが、
関電が預金を引き出すといえ
ば、漁協はつぶれます。いま
や、漁協は関電の言いなりと
いう状態です。
　土地もだまされる。
　海もなくなった。

５．結び
「お国のために」谷中村の教訓
　現在、各地で原子力発電所がムリヤリ建てら
れていますが、実は、何も原子力発電所に限っ
たことではありません。
　谷中村というところがあります。足尾銅山鉱
毒事件で有名になったこの村は、1907年、な
くなっています。日清・日露戦争をするために、
栃木県足尾銅山から非常に沢山の銅を掘ったた
め、川に鉱毒が流れて、下流一帯農作物は全然
取れない。つぎつぎ病人が出て死ぬという、大

変な被害をこうむったことがあります。
　そういう被害が見えながら、国は何もしてく
れなかった。「お国のためだから、我慢しろ」
ということで、結局、最後には谷中村は廃村に
させられた。警官が手先になって、そこに住ん
でいた住民も、全部追い出されてしまった。た
だ、その理由は「お国のため」という。実は、
そういうことではなかったのですが―。
　実は、谷中村をつぶしたことによって、日本
という国自体が「人間らしい国」として、つぶ
れていった。それは、谷中村をなんとかつぶさ
ないように努力した、田中正造という、私が一
番尊敬している人が言った。「谷中を潰すこと
で、国家は自己の破滅を実行した」。まさに、
その通りです。
　弱い者を踏み台にして、自己の安泰をはかろ
うとすれば、必ず自分の方が滅びてしまう。そ
のことは、多くの人が言っています。

やがては国も地球も滅びる
　私が尊敬しているもう１人の人に、宮沢賢治
という人があります。皆さんは「雨ニモ負ケズ、
風ニモ負ケズ」という詩で、ご存知と思います。
この人の言葉に、
　「世界が全体、幸福にならないうちは、個人
の幸福はあり得ない」。

田中正造翁
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この子らのためにも原発をつくらせてはならない！
（1983年４月29日、長尾鼻で第２回反原発風船あげ）

　こういうことを、私たちはこれから考えてい
かないと、やがては私たち自身が滅びてしまう。
　宮沢賢治の言葉は、たぶん心が滅びることを
言っているのでしょうが、滅びるのは心だけで
はない。
　近い将来、地球という私たちが生きていける

場所が、壊れてしまうということを、心にとめ
ておいてほしいと思います。

　　1981年５月31日
気高郡連合婦人会学習会講演より

（記録　村上　小枝）
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１．原発は石油の代替にならない
原子力発電は石油に依存
　原発の経済性を中心に、お話ししたいと思い
ます。まず、原発は石油のかわりになり得るか
ということを考えてみたいと思います。
　原発は基本的には、石油依存型の発電です。
つまり、いま、かりに原子力発電をやろうとす
れば、建物を造らなければいけませんが、その
建物は、原子力で建てているわけではない。例
えば、原子炉の機械だとか、いろんなものは、
石油エネルギーでつくります。
　ということは、〝原子力発電〟と言葉では言っ
ているけれど、これは石油がなければできない
技術なんです。車一つ動かすのも、原子力発電
でやっているんではない。
　そういう意味で、原子力発電は基本的には、

〝エネルギー〟とは、言いがたいところがある。

成り立たぬ原子力文明
　石油の場合ですと、石油を掘りだすのに、石
油を使って掘りだしているわけです。したがっ
て、掘りだせる石油の方が多ければ、石油生産
をどんどん続けるわけです。石油を掘りだすと
きに、掘りだす石油の方が少くなれば、誰もそ
んなムダなことしないわけですね。
　世界の現在の経済学のレベルでいいますと、

「石油は最後の一滴まで使うだろう」となって
いますが、そんなバカな話はありません。石油
を掘りだすのに必要な石油の量が、掘りだせる
石油の量より多ければ、やめちゃうんです。
　ところが、とにかく今日、掘りだせる石油の
量の方が多いから、石油生産をやっているんで
す。そういう意味で、石油を使って石油を掘り
だすように、ウランを使ってウランを掘りだす
わけではない。
　というわけで、原子力発電は、もともと石油
依存型の発電である。ですから、文明として考
える場合には、そこにおのずから限界があると
いうわけです。例えば、石油文明という時には、
こういう関係で石油が沢山掘りだせるから、文
明として成立するんです。石炭文明もそうです。
　食糧文明でいえば、例えば、米を生産するの
に、米を半年貯蔵しておいて、それをまき、そ
れ以上の米がとれるから、米という農耕文明が
成立するんです。ところが、かりに、米を作る
のに、作り出せる米より沢山のモミをまかな
きゃいけないなら、誰だってそんな生産しない
んです。だからそこには、文明は成立しない。
米をまいて、まいた量以上に米ができるから、
その差額で、農業以外の人の生活を支えること
ができるんです。
　そういう意味で、ウラン文明、原子力文明と
いうのは、もともと成立たない文明なんです。
100万キロワット・クラスの原子炉を、15年
間稼働させた場合、どれぐらいの石油がいるか
といいますと、ドラムカンに換算して、ウラン
を濃縮するのに750万本。発電所の建設に250
万本等、莫大な量が必要です。

発電は石油の用途の１／４
　いま、石油の使われ方を調べてみますと、大
体、物を運ぶのにおよそ４分の１を使います。
工業用原料に８分の１、工業用燃料に４分の
１、家庭用燃料に８分の１。発電には大ざっぱ

石油でつくられたり動いているものを原発で代替
することは不可能だ　　　　　　　　　　　　　
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に言って４分の１、正確にいうと23パーセン
ト使われている。
　そこで、発電以外の別の用途を、ウラン・原
子力で置き換えれるかを考えてみると、例えば
薬品。ウランをどんなふうに処理しても、アス
ピリンだとか薬品になるわけがない。石油・石
炭なら原料になり得る。
　あるいは、家庭用の燃料を、一戸一戸の家庭
で原子力発電でやるとか、物を運ぶのに、一台
一台原発を積み込んだ運搬車なんて、できっこ
ない。そんな、ナマやさしいものではないし、
庶民の手に負えるものではない。
　工業用原料になんとか使えないかと、日本、
ドイツ、ソ連とかで研究しましたが、これもい
ろんな技術的な欠陥があって、ダメと分った。
というわけで、もし原子力が、石油に代り得る
とすれば、23パーセントの発電だけです。
　しかも日本政府は、その23パーセントの中
の３割、せいぜい７パーセントぐらいを、原子
力で置き換えたいといっている。たったそれだ
けのことで、日本全国、原子力をめぐって、ケ
ンケンガクガク議論をしなければならない状態
です。
　それでは何故、日本政府はがんばるのかとい
うことになるのですけれども、その話は後でし
たいと思います。

合わないエネルギー収支
　アメリカのエネルギー計算では、原子力はつ
ぎのようなエネルギー収支になっています。軽
水炉の原発―日本で原発といっているのは皆
軽水炉のことです―100のものを作りだすの
に、どれぐらいエネルギーを投入しなければな
らないか、という計算をしています。
　昔は原子力というのは、100パーセントエネ
ルギーを調達できると考えていたんですが、実
はそうでなはい。いろんな格好で、エネルギー
を投入しなければならないことが、だんだん
分ってきた。
　ウランを濃縮するためのエネルギー。発電所
を建設するために、莫大なエネルギーがいる。
そのエネルギーはどのぐらいかというと、100
生産するためには、26投入しなければいけな
いということが分った。
　ところが、この計算の前提になっていたの
は、耐用年数30年で、稼働率80パーセントだっ
た。経済ペースで動かしている原子炉で、30
年なんて動いたためしがない。商業炉は苛酷な
使い方をしますから、せいぜい15年ぐらいし
か使えない。稼働率の点でも、当初は60 ～ 70
パーセント確かに動くんですが、年が経つにつ

原発の稼働率は年と共に下がるので、実際にはアメリカの
エネルギー計算の1/4しか電気を生まない
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れて、だんだん稼働率が落ちてきます。
　この表は（スライド）、原子力発電の稼働率
の変化を示したもので、大部分こうなふうに年
が経つと共に落ちてきますから、15年ぐらい
でアウトになるだろうといわれている。
　ただ１台だけ、イギリスから輸入した優秀な
のがありますが……。軽水炉ではなく、コール
ダーホール型といい、稼働率60 ～ 70数パーセ
ントと優秀ですが、他の軽水炉は皆落ちてい
る。例えば、福島１号、美浜１号機等は、年間
稼働率６～７パーセントという有様です。
　というわけで、耐用年数は30年でなく、15
年ぐらい。稼働率は80パーセントでなくて、
平均40パーセントだということになると、で
きるエネルギーも半分の半分、トータルで４分
の１、25ぐらいだといわれだした。26投入して、
25ぐらい、せいぜいトントンである。

計算外の核廃棄物の管理費
　つまり、エネルギー問題を解決するのには、
何の役にも立たない。しかも、実際には、この
エネルギー収支計算の中に、いろんな核廃棄物
の管理費だとか、廃炉にした後のエネルギーの
計算が、全然入っていない。

　人類が、何万年にわたって管理しなければな
らないエネルギーの計算が算入されていないの
は、そのやり方がまだ見つかっていない。どう
していいかわからないので、どのぐらいのエネ
ルギーが必要か計算できない。というわけで、
全然入っていない。それを入れなくても、なお
かつトントンぐらい。
　このことについては、反対派である私たちが
言っているだけでなく、推進派の諸君がすでに
指摘しています。原発で儲けようとしている人
たち原子力産業会議が、「今日の軽水炉は、実
証性もないし、経済性もない」と。実証性がな
いというのは、安全確保に確信がないというこ
と。経済性がないとは、エネルギー収支が合わ
ないということです。
　とにかく、今やっている原発は、すでにエネ
ルギー的に見たら、全然役に立たないというこ
とが、知られているんです。知らないのは、日
本国民だけ。意外に思われるかもしれません
が、これは真実です。残念ながら……。

ウランの寿命あと20数年
　原発は、（電力会社にとって）もうかりはし
ます。貨幣価値的にはね。しかし、エネルギー
問題の解決になるなんて思ったら、大間違い。
少くとも、そんなええ加減なことでは、推進は
とてもできません。
　推進派の人たちは、そんなことちゃんと分っ
ている。「エネルギー問題の解決のためにやる
んだ」なんて、外には言いますよ。本心では、
そんなこと思ってはいない。
　しかも、燃えるウラン235の推定埋蔵量は、
あと20数年ぐらいしかかりません。したがっ
て、副産物であるプルトニウムを回収して、何
とかしたいと考えているわけです。それで、う
まいこといくかどうかは、また別問題。私は、
ダメだと思っていますけれどもね。

たまる一方の核のゴミどこにも捨て場がない
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原発は生み出すエネルギー（電力）より使うエネルギー（主に石油）の方が大きい

原発は借金地獄
　さらに原発は、私に言わせれば、ある意味で

〝借金地獄〟だと思っています。
　どういう意味かと言いますと、原発が動きま
すと、核廃棄物ができてきます。これは、数百
年から数万年も管理する必要がある。
　管理するためには、エネルギーがいる。石油
が本当になければ、原子力発電をまたやって、
この廃棄物を管理するしかない。
　廃物の管理をするために、また廃物が出てく
ることになる。つまり、廃棄物は非常に早いス
ピードで、どんどん、どんどん増えざるを得な
い。
　とにかく、こんなことを続けていては、しよ
うがないというわけです。

バカげた海のウラン採取
　「海水の中にもウランがある。ウラン235が
なくなれば、そのウランを取り出せばいい」と
いう話をする人がいる。たしかに、話としては
面白そうです。「海水からウランを取り出して、

原子力発電をやろうじゃないか」？。
　ところが、そんなつまらないことは、やるべ
きではありません。なぜかといえば、海水から
エネルギーを取り出すのに、莫大なエネルギー
が必要です。つまり、いま、かりに取り出した
としても、そのウランでできるエネルギーより
も、海水からウランを取り出すエネルギーの方
が多ければ、誰もやってはいけない。やるべき
ではないんです。
　実はそのことは、専門家が計算すればすぐ分
る。言葉の上では言いますけれども、実際には
そんなこと誰もやる人はいない。

２．電力は余りに余っている
原発40基分も余っている
　いま、電力の供給設備が、どうなっているか
ということを、お話したいと思います。
　いま、日本は、九電力体制になっていて、北
海道電力から九州電力まで、９つの電力会社が
ある。正確には、もう１つ、沖縄電力という
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のがありますが……。九電力体制で考えた場
合、設備の利用率。どの程度に発電設備を利
用しているか。1970年が69パーセント。それ
が1980年では46.4パーセントに落ち込んでい
る。つまり、70パーセント近く利用していた
のが、今日では５割を切っている。この設備利
用率は、まだまだ落ちそうです。
　そこで、供給能力。どの程度供給する能力が
あるか。自社分とプラス卸業者、つまり、共同
火力とか、公営水力とか、日本原電、電源開発
株式会社とか、電力の卸業者、それから自家発

（自分のところから発電している大きな会社）
から各社は電気を受けている。したがって、自
分のところで発電するものプラス受電するもの
を合せたものが、供給能力ということになる。
供給能力は、1970年には4,982万キロワット
であったものが、1980年には１億1,706万キ
ロワット、とものすごい増え方をしています。
　他方、電力のピークといいますか、一番電気
が必要な時、８月の最大値を３つ取って平均し
たものを、「８月最大３日平均電力」といいま
すが、1970年が4,845万キロワット、1980年
が7,736万キロワットということになっていま
す。したがって、供給能力からピーク電力を引

くと、一番沢山使う時で、どの程度余っている
かが分る。それが、遊休能力です。遊休能力は、
1970年が137万キロワット、1980年が3,970
万キロワット（大型原発40基分）も余ってい
る。これは、今日発電設備なんて、全然新設し
ないですむぐらい、非常に余っているというこ
とがいえる。
　ピーク時余裕率は、70年は2.75パーセント
しか余っていなかったのに、80年は33.9パー
セントつまり、ムチャクチャ余っている。一番
使う時ですらですよ。

デマ宣伝の「電力不足」
　これはね、皆さん方、電力会社から説明を受
けた時、「電力が足らん足らん」といわれてい
るはずなんです。ところが、私は、実はこの道
の専門家のつもりなんですけれども、実際調べ
てみると、そうではない。余りに余っている。
　なぜ、こういう説明の仕方をするかといいま
すと、受電分を削ってしまうんです。実際は、
卸業者と毎年契約をしていて、６月は何キロ
ワット、８月は何キロワットと受電の量が決
まっているにもかかわらず、削ってしまう。削
ると、自社分だけになり、トントンぐらいに
なって、「電力は余っていませんよ」なんてイ
ンチキをやる。実際は、卸業者から受ける電気
の量を足さなければいけないのに、その量をは

これだけ電気が余っている原発は１基もいらない

電気事業連合会の広告
原発推進のため電力危機（停電）をあおるデマ宣伝
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ずして、自社分だけを発表する。そうすると、
余裕がないように見える。
　しかし、電力会社や通産省のいろんなデータ
を拾いだしますと、なんと３分の１は余ってい
る。ですから、今日では夏場のもっとも電力の
必要な時ですら、原発だとか、巨大火電をとめ
ている。とめられるんです。
　例えば、島根１号炉は、今年の夏なんか動か
ないはずです。動かなくたって、十分やってい
けれるんです。それぐらい余っている。にもか
かわらず、原発をつくろうという。

伸びない電力需要
　今度は、電気を使用する側が、どれぐらい電
気を必要としているか。需要電力量を全国計
を、昭和30年から５年毎に取って、５年間の
平均伸び率を表にあらわしています。30年か
ら35年は、13.53パーセントで増えています。
35年から40年は11.26パーセント。40年から
45年は13.51パーセント、とものすごい増え方
です。
　ところが、45年から50年は6.5パーセントに
増え方が減ってきた。50年から55年はついに
3.96パーセントと４パーセントを割り込みま
した。この間、電力を使う量が、そんなに増え
なくなってきた。つまり、かつて高度成長の時
代は、ワァッと増えた。例えば、各家庭が冷凍
冷蔵庫や、カラーテレビを買い込む時代は、
ワァッと増える。ところが、今日そういうのが
なくなってきた。家庭で使う電力や大口電力の
原単位
0 0 0

が減りつつある。

家庭用電力が頭打ち
　原単位というのは―。例えば、家庭で使う
電力は、いまではほとんど伸びなくなった。
　それは、皆さんが節電に努力をしているから
ではない。そうではなくて、例えば、冷凍冷蔵
庫をいったん買う。普及率が100パーセントぐ
らいになる。日本全国の冷凍冷蔵庫の量は、そ
れ以上増えっこありませんね。１台あればいい。
　それを電気が余っているからといって、２台
も３台も買う人はいません。例えば、中国電力
の会長の山根寛作さんは、私の所得の何十倍も
あるでしょう。彼は、私の収入の何十倍もある
からといって、冷凍冷蔵庫を何十台も買うわけ
はない。家電製品の普及率が100パーセント近
くなれば、それ以上器械は増えません。だから、
家庭で使う電力はそんなに増えない。
　その上、冷凍冷蔵庫でいえば、出始めた時と
今日では、１台当たりの消費電力量が半減して
いる。つまり、器械の熱効率が優秀になってき
ている。だから、節電しようと思わなくても、
自動的に節約できている。
　電気料金は、単価が高くなっているから、
上っていますが、家庭用の使用電力量キロワッ
ト時の方は落ちてきている。これが、原単位で
す。

素材型産業も落ち込む
　さらに、大口電力でも、素材型産業―鉄・
アルミなど材料をつくる産業の、消費電力量も
落ちている。これは、一番電力をくう部門なん
です。
　例えば、アルミなど巨大な電力をくうもの
は、最近は統廃合が進んで、日本ではつくらな
い。石油製品あたりもそうです。つまり、そう
いう原材料のトン当たりの、消費電力量が落ち
込んでいる。
　いま、家庭用や大口の使用電力量が減ってい
るにもかかわらず、５年間平均で増えているの

電　力　需　要　量　の　全　国　計　の　平　均　増　加　率

年　　　度
（５年毎）

30 年度

13.53％ 11.26％ 13.51％ 6.05％ 3.96％

｝ ｝ ｝ ｝｝ 35 年 40 年 45 年 50 年 55 年度

平均増加率
（５年間）
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は、二つの要因がある。
　一つは、業務用電力。デパート、スーパー、
事務所、官庁、つまり、ビルみたいなところで
使うのが、いぜんとしてものすごく伸びてい
る。必要以上に冷房をしたりしているのを、皆
さんもお気付きと思います。
　もう一つは、大口の中でも、自動車産業など
の組立て型産業や食品加工など加工型産業が、
伸ばしている。
　したがって、業務用電力と、組立て・加工型
産業に使う電力を、押さえ込むことに成功すれ
ば、これから先、電力は伸びっこありません。

電力を使わせる工作
　ただし、いま各電力会社は、自分のところの
設備が余って仕方がない。なんとかして使わせ
ようと、努力しています。
　例えば、住宅をつくる時には、必ず電気温水
器をつけるように指導するとか、あるいは、ビ
ルでは必要ないのに、大きな電力を引き込むよ
う指導するとか、いろんな工作をしています。
つまり、電気が足りないのではなくて、わざわ
ざ使わせるような工作を彼等はしています。
　ですから、供給面をみても、需要面をみて
も、電力危機などという要素は、１つもありま
せん。これはデータが如実に示している。ただ
し、そのデータは、国民には知らされていない
という感じはもちろんあります。

「民生用」電力のゴマカシ
　参考までに、家庭用と大口電力の比を見ます
と、９電力については、家庭用19.7パーセン
ト、大口が43.8パーセント。それから、自家
発などを含めて、全国の電力については、家庭
用が16.4パーセント、大口が52.7パーセント。
　最近、電力会社の宣伝に、こんなのがありま
す。「家庭でものすごく電力を使うから、原発
がいるんだ」。これ真っ赤なウソです。電力会

社がいうのは、「民生用電力が増えている」。
　昔は〝家庭用〟といっていたが、最近はゴマ
カシがきかなくなって〝民生用〟といっている。
民生用といえば、何か家庭で使っているように
思うでしょう。ところがそうではないんで、業
務用電力も含めていっている。
　家庭用電力に限っていえば、全国計で16.4
パーセントしかない。ないにもかかわらず、原
発等々が必要なのは、まるでわれわれ家庭で
使っている人間のゆえだ、といわんばかりの宣
伝をしている。そうすると、何となく、「われ
われの家庭の電気が停まると困るから、原発に
賛成せないかんのかナァ」という気になる。そ
の辺をうまく利用している。

３．ではなぜ原発をつくるか
原発でもうかる仕掛け
　原発があるというだけで、料金収入が増える
仕掛けになっている。そこで、料金が増えた分
で、また、原発の建設資金をつくるというふう
になる。その建設資金で原発を建てると、また
料金収入が増えるようになっている。
　原発を１つのサイクルにして、ドル箱をつく
りだすという関係になっています。もっとも、
電力会社だけがもうけているんではない。原発
をつくることによって、いろんな産業がもうか
ることになっています。
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核兵器認める日本政府
　実は国連の、この間ずっと出てきている決議
案に、「核兵器の不使用、および核戦争の防止
決議案」というのがあります。その全文は非常
に簡単で、「核兵器の使用は、国連憲章違反で
あり、人道に反する犯罪である。したがって、
核兵器の使用、または使用による威かくは、核
軍縮が達成されるまでの間、禁止されるべきで
ある」。
　ごくもっともな決議案なんです。これについ
て、日本政府は、昭和54（1979）年までは賛
成していました。核兵器は使うべきではない、
という立場をとっていました。
　1980年に入って、この決議案に棄権しまし
た。なんともいえないという見解です。昭和
56（1981）年には、ついにこの決議案に反対
しました。つまり、戦争で核兵器を使うことも、
やむを得ないという立場をとりました。
　これは本当のことなんです。政府はこの問題
で、何回か国会で答弁しています。もっとも、
新聞には大きな記事にはなっていません。非常
に小さな記事です。とにかく、今日ではわれわ
れの国は、核兵器を使うことは、やむを得ない
という観点に立っているんです。

原発から核兵器生産へ
　核兵器というと、内容的に三つに分けて考え
る必要があります。
　１つは核弾頭。日本は持っていないけれど
も、プルトニウムを持っていますから、いつで
も作れます。原子力発電がありますから。
　もう１つは運搬手段。ミサイル、潜水艦等。
日本の海上自衛隊は、核弾頭を運ぶことができ
るものを、現実に持っている。
　３つめは、３Ｃといわれる指揮・統制・通信

（コンダクター・コントロール・コミュニケー
ション）。
　弾頭だけあっても、運べないと核兵器になら
ない。あるいは、それをコントロールし、情報
を与えるシステムが必要です。この３つが一緒
になって、はじめて核兵器の体系がつくられる。
　日本には、そういう意味で原理的には、全部
そろっている。核弾頭は、原発をやっているか
ら大丈夫。核の運搬手段は、ミサイル、核兵器
搭載艦、潜水艦、戦略爆撃機なんでもある。３
Ｃ関係は、日本は電子工学が発達していますか
ら、十分です。
　というわけで、私たちの国は、核クラブ入り

プルトニウムでつくられた長崎の原爆
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を達成しようと思えば、いつでもできる。さら
に、日本の構想は、とにかく今は核兵器がない
とダメなんだという考え方なんです。しかし、
日本が核兵器を持つとは、言えないから、〝ア
メリカの核のカサ〟といっているわけです。
　したがって、核兵器不使用ということに、日
本は賛成できない。「少くとも、核があって世
界の平和は保たれているんだ。したがって、核
兵器を使うことは当然である。これが前提でな
いとダメなんだ」―と、日本政府は国際的に
は主張している。
　そういう国際環境に、日本はいるわけです。
現実の課題として、日本は核クラブ入りを果そ
うとしている。

資源戦争と死の商人
　OPEC（石油輸出国機構）などの、資源ナ
ショナリズム「オレとこ石油あるけど、渡して
やらんぞ」というのに対抗するエネルギーとし
て、「石油を買わなくても、原子力があるから、
やっていけるんだ」という言い方をしたい。
　死の商人の原理といって、いま原子力開発を
やったら、子孫が困ることはわかっているけれ
ども、やむにやまれずやるんだ。
　〝死の商人〟とは、武器（軍需品）を製造・
販売して、巨利を得る商人のことで、売った武
器で沢山の人が死傷するだろうが、当面の利潤
を求めて、武器を売るわけです。
　それと同じことが、原子力開発にもいえる。

景気刺激の目玉商品
　いま、日本の経済を保つためには、かつての
高度成長時代のように、経済を刺激するような
新製品がない。
　考えてごらんなさい。ないです。かつて、冷
蔵庫、洗濯機が出たトタン、どこの家でも欲し
いと思った。だけど、いま、ビデオなりマイコ
ンなり出ても、どうしても欲しいなんて、思っ

たことはない。つまり、景気を刺激するような、
大きな材料がない。
　その代りに、経済のけん引車として、原発を
持ってくる。民間設備投資の中で、住宅が一番
です。これが断然トップで、つぎは今日では、
電力が占めている。昔は、鉄鋼だとか、自動車
だった。
　そういう経済の引っぱり役として、原発を位
置づける。

高度な管理社会をめざす
　原発をやることによって、高度な管理社会を
つくりたい。原発の事故が起こったときに、皆
が仲よく、この事故をどうしましょうと、相談
してた日には、事故はどんどん進む。
　そういう時には、専門家がテキパキ指示をす
る。そういう高度な管理社会、技術社会に原発
が適していることは、明白です。今日の技術体
系というのは、だんだんそうなりつつあります。
　このほか、いろいろ考えられますが、大ざっ
ぱにいってそんなところが、安全性が確保され
ていない、経済的にもエネルギー収支としても
合わないけれども、なおかつ（原発を）やりた
い、という理由です。

４．原発は電気料金を引き上げる
電気料金のしくみ
　簡単に言いますと、電力会社は、供給を促進
するような送電線だとか、発電設備だとか、巨
大な設備を、持っていれば持っているほど、有
利になるように設計されている。
　それは、正式にいいますと、〝総括原価方式〟
といいまして、電気料金の算定はつぎのように
なっている。
　「原価」といわれているもの。人件費、燃料
費、修繕費、減価償却費、公租公課、購入電力
料、その他の経費を全部足し算します。
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　それに、電力会社のもうけをいくらにするか
という「事業報酬」を足します。それを、使用
量で割算した結果が、「単価」です。
　例えば、修繕費なんか、原発になりますと、
１年で50億円ぐらい積み上げることができる。
もっとも、出力や建ててから何年経ったかで、
多少ちがってきますが。
　そういうわけで、コストを計算します。

原発つくればもうかる理由
　他方、「事業報酬」。利潤ですね。利益につい
ては、ちょっと言葉がむずかしいですが、「レー
ト・ベース」といわれる資産の額かける８パー
セントで、年々の報酬がきまります。
　この「レート・ベース」といわれる部分を、
大きく算定すれば、報酬がふえるということで
す。「レート・ベース」とは、電気事業固定資
産、要するに、電気を供給するルート、発電し
て送電して配電するために、必要な発電所・送
電所・変電所・配電設備等々の固定資産に、８
パーセントかけたものが、年々の利潤という計
算をしている。だから、この「レート・ベース」

が大きければ大きいほど、電力会社は有利だと
いうことになっている。
　そのほか、建設途上の資産。普通、民間会社
は、施設を建設している段階では、何の報酬も
入ってこない。当たり前です。稼働してないん
ですから。ところが、電気事業だけは、動かな
くてもかまわない。帳簿上金額が出てきます
と、建設資産の場合は、２分の１の評価になる
ので４パーセントになります―その４パーセ
ント分は、確実に電気料金に積み上げることが
できるようになっている。ですから、電力会社
は安泰なんです。
　普通、計画をたてて、資金を投下して、何千
億円の資金が十何年も動かないってことになる
と、どの会社だって破産しますよ。ところが、
電力会社だけはその心配がない。動かなくて
も、その間ちゃんと４パーセントの利潤は、認
めているんですから。

核燃料をため込む理由
　それから、核燃料勘定というのがありまし
て、帳簿上買付け契約するだけで、これまた８
パーセントの利潤を保障している。
　極端な例をいいますと、北陸電力や東北電
力、北海道電力は、まだ１基も原発は稼働して
いませんが、核燃料を何百億円か持っている。
会社の中にはありません。買付け契約をして、
手付け金だけ打っている。
　そうすると、何百億かの核燃料を買った格好
になって、帳簿につきます。その金額の８パー
セントは年々の収入になる。北陸電力で400億
円ですから、その金額の８パーセント、32億
円がだまって転がりこんでくる。そういう事業
になっているんです。ぬれ手に粟です。
　それから、運転資本というのがあって、営業
費や燃料費の1.5 ヶ月分を見込みます。ですか
ら、どれだけ「レート・ベース」を大きくする
かによって、電力会社の利潤がきまります。
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ばく大な原発の建設費
　発電所の建設費は、どういう格好ではじきだ
すかというと、建設費を出力で割ります。つま
り、キロワット当たり、何万円で建設できるか
というのが、１つの指標になるわけです。
　九州電力の例でいえば、玄海１号と２号機が
ありますが、かつては１号機のときには、キロ
ワット当たり83,200円だったのが、２号機で
は238,300円とハネ上がっている。年間上昇率
21.48パーセント。フリー計算していますので
平均にするともっと多い。
　それから、３号機はいま玄海ヒアリングと
いって、問題になっていますけれども、これは
現在の段階で、キロワット当たり508,500円。
実際建てられる場合には、当初計画の絶対倍
になります。キロワット当たり100万円は越え
ちゃうでしょう。
　現在、豊北原発１号機は、立ち消えになって

はいなくて、毎年建設費の洗い直しをしており
ます。これが5,410億円もついています。5,000
億円というのは、ものすごい金額なのです。
普通、人口１万ぐらいの町の財政は、年間30
から40億円。それが、原発１基で5,400億円。
これは去年の見積りですから、たぶんことしは
6,000億円になるでしょう。玄海原発３、４号
機は、もう6,000億円の見積りをしています。
　そんなわけで、莫大な金を使う。また、その
上昇率が非常に激しい。
　しかも、その建設費の中には、例えば、漁業
権を放棄した人に、補償金を払いますね。最近
では、これも何十億円という金額ですが、それ
も、もちろん、皆さん方の電気料金から取るわ
けです。
　まず補償金を払う。あるいは、地方自治体に
協力金を払うでしょう。それは「総工事費」と
いう名目になります。それを固定資産に計上し
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て、減価償却するという格好で、いくら巨額な
補償金を払っても、電気料金から、必ず取り戻
せるようになっているわけです。だから、平気
で何十億円（補償金を）出すことになる。

補償金をめぐる悲劇
　ついでに、補償金の配られ方をお話します
と、これは各地で見られる現象なんですが、最
近は、漁民1人当たり2,000万円とか3,000万
円という金額になります。2 ～ 3,000万円も漁
民に入りますと、沢山入っていいようですが、
そのために、人格が破たんしていった例が一ぱ
いある。
　つまり、漁業権を放棄した地域に、何十億補
償金が入ってくると、配分をめぐって、血で血
を洗うような争いが起こる。例えば、漁獲高で
分けるのか、あるいは組合員になって何年経っ
ているとか、それぞれ自分に有利になるような

基準を主張する。何百万円にかかわるのですか
ら、それはもう、必死です。
　その上で、入ってきた補償金を、どう使うか
の問題。一ばん賢明なのは、家や土地を買うと
いう方法。これは、モノが残ります。私が関
わっている玄海町では、いままで水揚げで細々
と生活していた人が、何千万円も手にして、仕
事をせずにバクチをする。けれども、その人た
ちはまだマシです。バクチですっちゃうと、ま
た働き出すから。
　一番悪いのは、何千万円かを頭金にして、大
きな船を買った人です。大きな船を買えば、も
うかるだろうと思えば、大間違い。普通、船を
大きくするというのは、大きくするだけの資金
をため込むわけです。その間に自分の力がつく
わけで、生産高が増えているはずです。
　ところが、漁獲高が増えないまま、船だけが
大きくなった。したがって、大きな船に見合う
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だけの水揚げながい。燃料費だとか、維持費だ
とか、ローンだとか、方々に借金だけが増える。
その結果、何千万円も抱え込んだ借金を返済す
るためには、どうするかということで、また、
原発の増設をお願いしようということになり、
電力会社から名目を作って金を引き出そうとい
うことになる。そうなりますと、あきらかに生
活破たんということになってくる。人間、堕落
してしまいます。
　もともと、身につかない金というものが、人
を滅ぼすということが、よくありますね。
　例えば、宝クジに当たった。人にとやかくい
われるので、会社にもおれないとか。宝クジは
まだいいんですが、何千万円も補償金が入った
ら、どうにもならない。人間関係がドンドン切
れていく。これが遺産相続なら、親が持ってい
たんだから、まだ根拠がある。
　ところが、これは電力会社がガバッと出した
んだから、親、兄弟、親せき、黙っていない。

「オレにもくれ」「俺とこ借金があるからなんと
か立て替えてくれ」とか、当然そういう悪銭を、
アテにすることになる。
　ということは、一生懸命働いている人が、バ
カに見える。つまり、労働を軽んじることにな
る。そういう悲劇が原発立地点では起きている。

揚水発電所は原発の受け皿
　原発には、水を揚げて発電するという余計
な、発電設備がいる。
　電気の１日の使われ方は、夜間の午前１時か
ら５時頃までの間の使用量は一様に低く、昼間
の午後１時から５時頃までの間が、一番高い。
原発なら原発で発電するのを、夜少くして昼多
くできれば問題はないが、使用量のカーブに合
わせて原発を発電すると、燃料棒が破損してし
まうものですから、一定の出力を保つわけで
す。緊急時にはやむを得ず出力を落しますが。
　そうすると、夜余ってきます。夜余った電力

で、水を汲み上げるわけです。そして、昼の
ピーク時の電力が必要なときに、これを降ろし
て水力発電をする。これを、揚水発電といいま
す。大体でいいますと、汲み上げるのに必要な
電力を100とすると、下ろす時にできる電力は
60ぐらいです。というわけで、原子力発電を
やりますと、必ずこの揚水発電というのを、や
らなければいけない。
　1959年、いまから20数年前、渇水で発電に
困った時、国会でこういうことが、議論になっ
た。ある先生がこういう提案をした。「水力発
電をしてできた電気の一部で、水を汲み上げて
それで発電し、また汲み上げて発電すれば、エ
ネルギー問題は、たちまちにして解決する」。
　これは、物理を学んだ人なら、アハハ……と
笑うところです。〝エネルギー保存則〟という
のがあって、こんなアホウなことは、成り立た
んのです。つまり、下りてきた水を汲み上げよ
うとすれば、それが生みだす電気以上に電気が
かかる。だから、こんなアホなことは、誰もや
らないんです。専門家にとって、思いもよらん
のです。だけど、揚水発電というのは、専門家
である彼等が、それをやろうとしているのです。
　ところが、原発というのは、いまいうような
システムになっているものですから、巨大な揚
水発電所が必要なのです。つまり、100万キロ
ワットとか120万キロワットとか、巨大な揚水
発電を要するんです。普通の水力発電で、100
万キロワットといえば、大変なものなんです。
乱開発につぐ乱開発をやらないと、そんな巨大
な水力発電は、とてもできません。

俣野川揚水の３倍の原発が
　中国電力の現在一番巨大な揚水発電所は、い
ま建設中の俣野川揚水発電120万キロワット。
島根原発１号は、46万キロワットですから、
大体３倍です。こんな巨大な揚水発電所をつ
くっています。
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　これは、昭和60年に営業運転開始。したがっ
て、試運転が59年にあると考えています。総
工事費1,632億円。これは、まったく莫大な事
業です。全国各地の原発のあるところでは、必
ず揚水発電をやっているわけです。
　揚水発電の規模は、現在ある原発の大体３分
の１ぐらいの出力になる。逆にいうと、揚水発
電があると、その３倍ぐらいの出力を持った原
発が（トータルで）あるはずだと考えていい。
　そうすると、中国電力の場合、いま原発は
46万キロワットの島根１号だけ。120万キロ
ワットの揚水発電が必要だとは、一体何事か。
言葉をかえていえば、その120万キロワットの
３倍ぐらいの出力の原発を、近々建設したいん
だ、ということになる。
　これは、どこでもそうなんです。すぐ近くと
は限りませんが、送電線で連けいされるような
ところに、大体その３倍ぐらいの原発がある。
だから、大ざっぱにいいますと、島根１号46
万キロワットがありますね。それを除くと、
100万キロワット・クラス最低３基ぐらいです。
　で、どことどこになるだろうかは、私には分
りません。皆さん方が、中国電力を問い詰める
しかない。そんな計画なら、やめろ、やめろと
話をせざるを得ない。
　とにかく、私どもは電力の需給関係を調べて
いまして、いつも同じパターンがあります。ま
ず、揚水発電所を先につくっちゃうんです。ど
こでもそうなんです。それに見合う格好で、つ
まりその３倍ぐらいのクラスの原発が、その後
を追いかけます。

　大体、俣野川というのは、岡山、島根、鳥取
の３県に源を発して、上のダムは岡山県、発電
所は鳥取県にある。そのあたりは注目しなけれ
ばいけませんし、建設中の揚水発電でも、電気
料金には事業報酬をつみ上げることができる。

原発でハネ上がる電気料金
　豊北１号機が、運転開始するようになれば、
どのぐらいの電気料金の値上げになるか。
　15年で償却するとして、減価償却費は、
5,410億円かける14.23パーセントという計算
になりまして、初年度は769億8,000万円。事
業報酬は、８パーセントをかけて、432億8,000
万円。つまり、巨大な設備をつくっておくと、
これだけもうかる。
　で、電気料金にハネ返るのは、足し算しまし
て、１年に1,200億円ぐらい。だから、１つの
原発が動きだしますと、電気料金がパッとハネ
上っちゃうから、たまりません。
　このように、原発はいかに巨額であっても、
減価償却を通じて費用は回収できる上に、それ
に上乗せして報酬を認められている。

５．〝死に損〟の原発災害
大事故起きても補償せず
　原発が巨大な事故に出くわせば、損害賠償で
とんでもないことになります。いまの原子力災
害では、恐らく10兆円とかいうようなオーダー
での、補償をしなければいけないだろうといわ
れています。だから、いくらこんな格好で費用
を回収しても、ひとたび巨大な事故を起せば、
たちまちにして間に合わない。ところが、どん
な大事故を起こしても、補償金に限度額を設け
ている。
　建設費はもちろん高いし、修理費とか税金と
か支払わされますから、原発は大変高くつくん
です。
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　従来、電気料金の値上げのたびに、「電気代
を安くするためには、原発をやらねばいかん」
と、宣伝してきた。あれは、真赤なウソです。
　私は、電気料金、需給関係、原価計算とかを
ずっとやってきて、電力会社がいかにウソを
言っているかということを、いろんなところ
で、書きまくっています。しかし、これについ
ては、電力会社から公式な反論は、一度もきま
せん。
　というわけで、事業報酬等々を含めまして、
私たちの払う電気料金は、高くならざるを得な

い。つまり、サイクルは、原発をやれば、建設
費だとか、核燃料費だとか、電気料金が上がり
ます。そして、回収した費用で、また原発をつ
くる。そのおかげでまたもうかる。またつくる
―というサイクルになっている。
　私は、これをドル箱サイクルといっています
が、そんな仕掛けになっているということを、
私は数年以前からあばいていることなんです。
私たちは、このサイクルを断ち切らねばならな
い。
　とりわけ、青谷・気高の人たちにとっては、

アメリカ原子力委
ウォッシュ740報告

（1957年）

アメリカ原子力委
ウォッシュ740報告

（改　　訂）
（1965年）

アメリカ原子力規制委
ラスムッセン報告

（最　　終）
（1975年）

日　　本　　の
原子力産業会議

（1960年）

急 性 死 者 3,400人
（24キロ以内） 4万5,000人 　3,300人

（その４倍） 720人

急 性 障 害 4万3,000人
（72キロ以内） 10万人 4万5,000人

（その４倍） 5,000人

ガ ン 死 者 4万5,000人
（その３倍）

甲 状 腺 ガ ン 24万人
（その３倍）

遺 伝 障 害 2万5,500人
（その６倍）

要 観 察 者 380万人 130万人

永久立ちのき
人　　　　口 46万人 3万人

永久立ちのき
面　　　　積

2,000平方キロ
（鳥取県の2／3）

750平方キロ
（気高郡の５倍）

農業制限面積 39万平方キロ
（ほぼ日本の面積）

710万平方キロ
（米国の面積の８割弱）

8,300平方キロ
（鳥取県の2,4倍）

３万6,000平方キロ
（中国地方の面積）

財 産 損 害 ２兆1,000億円 ５兆1,000億円 ４兆2,000億円
（その２倍） 100億～10兆円

当時の日本の
国 家 予 算 １兆2,000億円 ３兆7,000億円 21兆円 １兆7,000億円

〔備考１〕ラスムッセン報告の（　　）は不確かな上限（最大被害）を示す。
〔備考２〕空白の部分は報告書中に評価がないことを示す。むろん、これらの被害がゼロであることを意味しない。
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電気料金の問題だけではありませんね。経済性
の面からも、科学的に安全性の面からも、あり
とあらゆる意味で、原子力が問題にならない厄
介なものであることを強調して、私の話を終り
ます。

　　1982年６月20日
気高郡連合婦人会学習会講演より

（記録　村上　小枝）
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気高側から遠望した長尾鼻
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『鳥取県婦人新聞』
1982年７月18日
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『鳥取県婦人新聞』　1982年５月２日

310 資料１　原発のないふるさとを



311 



312 資料１　原発のないふるさとを



313 



314 資料１　原発のないふるさとを



315 



316 資料１　原発のないふるさとを



317 



318 資料１　原発のないふるさとを



319 



320 資料１　原発のないふるさとを



321 



322 資料１　原発のないふるさとを



323 



324 資料１　原発のないふるさとを



325 



326 資料１　原発のないふるさとを



327 



328 資料１　原発のないふるさとを



329 



330 資料１　原発のないふるさとを



原発反対の歩み

気高郡連合婦人会の取り組み 県内外のおもな動き

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）

６月16日
原子力発電の公害を考える会など主催
映画と講演会
「私たちは原子力発電と共存できるのか」
　講師：京都大学原子炉実験所
　　　　小出　裕章　氏（県立博物館にて）
会長（村上）副会長（中嶋、八幡）新聞委員（小泉）
出席。

11月18日〜 12月16日
小出氏の講演記録を３回にわけて鳥取県婦人新
聞に掲載。上の部を郡大会資料に配布。

11月25日
気高郡連合婦人会大会で「原発」問題を共同学習
講演とスライド
「私たちは次代に何を遺すべきか」
　講師：京都大学原子炉実験所
　　　　小出　裕章　氏
　　　　（青谷町中央公民館にて）
「私たちは次の世代にきれいな環境をのこすた
め、原子力発電所建設に反対しよう」と申し合
わせる。

11月～
・『原発ジプシー』『原子炉被曝日記』『原発死』『働

かない安全装置―スリーマイル島事故と日本
の原発』『核燃料再処理工場―その危険性の
すべて』など、原発関係書物を役員有志回し読
みして学習。

３月28日
スリーマイル島原発事故発生

「原発安全神話」崩壊

６月15日
日本海新聞に
「青谷も候補地だった?!　あす原発を考

える集い」の記事

１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）

・『死にすぎた赤ん坊』『核文明の恐怖』『原子力
発電』『プルトニウム』『原子力を考える』など
関係書物を、役員有志情報交換しながら購読学
習。

２月28日
広島通産局主催「電気料金値上げ問題公聴会」
に、県連合婦人会を代表して、村上（郡連婦会
長）が出席。電気料金大巾値上げ反対と、原子
力に頼るエネルギー政策に反対する意見を陳述。

11月16日
気高郡連合婦人会大会で申し合わせ
「いのちと環境を守るため、安全性に問題のあ
る原子力発電所の建設に反対しよう」

７月１日
６月定例県議会で自民党代表質問
「本県は東西に長い海岸線を持ち、原発

の立地が可能な場所もあろうかと思う」
平林知事答弁
「今日石油にかわる代替エネルギーとし

て身近にあるのは原子力だ。（原発は）
関係者から相談があれば、県として積
極的に考える」

７月25日
第４次鳥取県総合開発計画の審議会
原発問題に論議が集中、理事者側は原発
の検討を主張。
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気高郡連合婦人会の取り組み 県内外のおもな動き

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

３月30日
気高郡連合婦人会の代議員総会
青谷原発問題に議論が集中、「空を海を土を汚
してはならないのだ」と一同確認する。

４月27日
鳥取県反原発交流会主催
講演会
「町長をリコールした窪川町の反原発運動」
　講師：高知県自然保護連合　坂本　三郎　氏
　　　　（鳥取市福祉文化会館にて）
に気高郡連婦役員５人出席。

５月〜６月
県婦人新聞に、原発問題座談会「見過すまいい
のちと郷土の危機」および「窪川町長リコール」
講演記録を掲載した「原発特集」を編集し、気
高郡連合婦人会全会員に配布。

５月24日
６人の実行委員会主催
「原子力発電問題についての学習会」
　講師：立教大学助教授　服部　学　氏
　　　　（青谷町中央公民館にて）
の実行委員に近藤県婦連会長、村上郡婦連会長
ら参加。

５月31日
気高郡連合婦人会主催
講演とスライド
「原子力発電の安全性について」
　講師：京都大学原子炉実験所
　　　　小出　裕章　氏
　　　　（青谷町中央公民館にて）
青年団、区会にも呼びかける

６月〜
・『原発はなぜこわいか』『東京に原発を！』『原

子力発電とはなにか』を回し読み。
スライド（原発―労働問題）を購入貸出し。

６月26日
気高町瑞穂校区で草の根原発学習会（スライド
と話し合い）

１月28日
島根原発２号炉ヒアリング
機動隊厳戒の中で決行、反対派は徹夜で
阻止闘争。

３月７日
日本海新聞「原発建設、青谷町も有力候
補地」中国新聞「中電第３原発、候補地
に長尾鼻（鳥取）も浮上」

３月７日
鳥取県総評が青谷原発反対を特別決議

３月８日
窪川町長解職投票、リコール成立
　　解職賛成　6,332票
　　解職反対　5,848票

３月19日
島根原発２号炉に恒松知事同意

３月〜４月
鳥取に反原発の市民グループ誕生、浜坂
の岡田一衛氏を招いて学習会。
のちに「反原発市民交流会・鳥取」とし
て正式に旗上げ。

４月18日
日本原電の敦賀発電所で放射能もれ発
覚、汚染騒ぎ

４月19日
窪川町長選
原発推進派の藤戸進氏返り咲く
　　藤戸氏　　6,764票
　　野坂氏　　5,865票

７月２日
６月定例県議会で平林知事答弁
「原発の県内立地については、要請あれ
ば積極的に取り入れるべきだ」

８月19日〜20日
反原発市民交流会主催
講演会
「くらしとエネルギー」
　講師：鹿児島大学理学部

橋爪　健郎　氏（鳥取と倉吉で）
７月〜８月

宝木校区婦人会の主催により各支部と酒津地区
で草の根原発学習会（スライドと話し合い）

７月５日〜８月２日
県婦人新聞に、郡連婦主催学習会の小出氏の講
演記録を３回にわけて掲載。

この講演会を契機に「反原発市民交流
会・中部」も旗上げ。

９月22日
鳥取県総評定期大会で「青谷・気高原発
計画阻止」を運動方針の主要な柱に
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気高郡連合婦人会の取り組み 県内外のおもな動き

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

11月１日〜３日
青谷町連合婦人会が青谷町文化祭に原発パネル
を展示。

11月15日
気高町連合婦人会と気高町合青年団の共催
講演会
「いま子孫に何を遺すか―原子力発電を考える」
　講師：大阪大学理学部　久米　三四郎　氏

　　　　（気高町老人福祉センターにて）
11月29日

気高郡連合婦人会大会で
スライド『原発―ねらわれる長尾鼻』を上映、
原発パネルを展示。昨年に続き、原発建設反対
を再度申し合わせ。

12月６日
鳥取県連合婦人会大会で
原発パネルを会場ロビーに展示。

９月30日
９月定例県議会で平林知事答弁
「石油に代わる代替エネルギーとして原

発は必要だ。安全性や地元の同意が前
提だが、（原発は）忌避しがたい」

１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）

２月１日
気高郡連合婦人会の新旧役員会

・『原発ジプシー』『原発死』『原子力発電とはな
にか』など原発問題学習書籍を共同購入し役員
にあっせん。

２月14日
気高郡連合婦人会の役員研修会
スライド『原発―ねらわれる長尾鼻』を上映。
午後の全体会で長尾鼻原発をめぐる情勢が話し
合われ、「青谷・気高原発設置に反対する署名
運動を」の動議が出て満場一致で決議。

２月〜４月
気高郡連合婦人会が署名運動を展開。

３月〜４月
県内各界代表の共同アピール集約に協力。

３月７日〜６月６日
久米三四郎氏の講演記録「原子力発電を考え
る」を県婦人新聞に９回シリーズで連載。

４月20日
「青谷・気高原子力発電所設置計画に反対する
署名」9,298人の署名簿を作成し、会長村上小
枝ら代表8人中国電力鳥取支店を訪れ、支店長
に署名簿を提出、「青谷・気高原発計画を断念
するよう」申し入れる。
ついで鳥取県庁に行き、上京中の平林知事に
代って植谷商工労働部長に会い、署名簿の複写
を提出、「中電の原発計画を受け入れないよう」
陳情。

１月14日
山陰中央新報、中国新聞に中国電力山根
会長談として
「57年度中に新規立地のメドを立てた

い。その候補地としては日本海側を選
ばざるを得ない」

３月20日
青谷町で「青谷原発設置反対の会」結成
大会。

３月24日
青谷町議会が「青谷原発に関する意見
書」を全会一致で決議。
同意見書は3・27平林知事と広田県会議
長に提出。3・30総理大臣、通産大臣、
科学技術庁長官あて郵送。

４月25日
山口県豊北町長選。
反原発派の藤井町長再選。

５月24日
県議会の自民党代表質問「原発を誘致せ
よ」と知事に迫る。

６月19日
鳥取県西部原発反対の会結成、平井孝治
氏が講演。

６月21日
読売新聞に「中国電、萩に原発計画」
豊北町長選を境に、中電の次の原発立地
工作の重点は山口県（萩と上関）に移る。
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４月27日
気高郡連合婦人会の代議員総会で署名運動の経
過および中電への申し入れ、県に陳情した4・
20の行動を報告。今後とも原発を郷土に寄せつ
けない運動を続けようと申し合わせ、原発関係
費用を予算化する。

４月28日
県内各界代表が「中国電力の青谷・気高原子力
発電所建設計画に反対する」共同アピールを発
表。署名を添えて県、県議会、中電鳥取支店、
気高・青谷両町役場に申し入れる。近藤県連婦
会長、村上郡連婦会長参加。

６月20日
気高郡連合婦人会主催（気高町連合婦人会共
催、酒津漁協婦人部後援）
講演会
「原子力発電の虚像と実像」
　講師：九州大学工学部　平井　孝治　氏
　　　　（気高町浜村たつもと旅館にて）
開催に先立ち郡内全戸にちらしを配布し、参加
をよびかける。

９月19日〜10月17日
県婦人新聞に平井孝治氏の講演記録を４回シ
リーズで掲載。

10月24日
原子力発電を考える気高町民の会（準）
気高町中央公民館にて、会員多数参加。

11月28日
気高郡連合婦人会大会で申し合わせ
「子孫に禍いをのこす長尾鼻原発建設計画に反
対する運動を根気よく続けよう」

12月２日
省資源県民運動県大会の「天然資源を汚染から
守る」の分科会で、「原発」を問題提起（気高・
山崎）。

・『原子力の経済力』『核よ驕るなかれ』『ルポ原
発列島』『われわれは原発と共存できるか』な
どの書物を役員有志情報交換しながら各自購
読、学習。

６月25日
東部地評『誇りの海』上演。

７月24日〜26日
県内反原発市民グループ
青谷で第１回反原発合同合宿。

10月21日
日本海新聞に
「地元の理解得られれば鳥取県にも原

発、電力懇談会で中電副社長ら表明」
10月24日

県内反原発市民グループ
長尾鼻で第１回反原発風船あげ。

10月25日
中国新聞に「中電第二原発、上関町（山
口）が最有力に」
上関での立地工作強まり、反対運動も起
きる。

10月26日
県内反原発市民グループ
「反原発の日」の統一ビラまき

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）

２月20日
気高郡連合婦人会の役員研修会
講義
「ふるさとを守るために」
　講師：浜坂火力原子力発電所設置反対町民協議会
　　　　岡田　一衛　氏

２月26日〜27日
映画『原発はいま』上映。

４月24日
上関町長選
反原発派の向井氏惜敗。
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・『経済評論別冊市民のエネルギー白書』『ウラル
の核惨事』『ジョン・ウェインはなぜ死んだか』

『反原発マップ』などの書籍を役員有志情報交
換しながら各自購読学習。

３月26日
気高郡連合婦人会の代議員総会
原発設置に反対する運動を推進することを確認
し、運動費用を予算に計上。

４月29日
県内反原発市民グループ
第２回反原発風船あげに郡婦連の会員参加。

10月22日
講演・記録集『原発のないふるさとを』（第１版）
を出版。

10月23日
気高郡連合婦人会主催
講演会
「生命をおびやかす原子力発電」
　講師：埼玉大学教授　市川　定夫　氏
　　　　（気高町中央公民館にて）
気高町連合婦人会が共催。青谷では青谷原発設
置反対の会の主催で青谷町連合婦人会が後援。

４月29日
第２回反原発風船あげ。

５月13日〜14日
島根原発２号炉２次ヒアリング
反対派初参加の「島根方式」論議呼ぶ。

７月23日〜25日
第２回反原発合同合宿。

８月21日〜22日
広島で中国地方反原発・反火電等住民運
動市民運動連絡会議結成大会
鳥取からも反原発市民グループ参加。

８月27日〜28日
京都で反原発全国集会
県内の反原発市民グループ多数参加。

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）

・『遺伝学と核時代』『恐怖の２時間18分』などの
書物を役員有志情報交換しながら購読学習。

４月５日
講演・記録集『原発のないふるさとを』（第２版）
を出版。

５月26日
婦人の10年推進鳥取県協議会主催
講演会
「核はここまで来ている」
　講師：プルトニウム研究会
　　　　高木　仁三郎　氏
　　　　（農協中央会倉吉事務所にて）
に郡婦連会員も参加。

５月27日
第３回反原発風船あげに、郡婦連も実行委メン
バーとして参加。

10月24日
和光大学教授生越忠氏の長尾鼻の地盤調査に関
する記者会見に、村上郡婦連会長も同席。

３月25日
青谷原発設置反対の会が結成３周年を記
念して講演会
「地震にもろい現代」
　講師：鳥取大学助教授　西田　良平　氏
　　　　（青谷町中央公民館にて）

４月29日〜30日
岡山県・奥津町で中国地方反原発・反火
電等住民運動市民運動連絡会議。

５月27日
第３回反原発風船あげ。

６月29日
上関町議会が原発立地事前調査の請願を
採択。

７月28日〜29日
第３回反原発合同合宿。

８月18日〜19日
高教組主催、講演会
「いのちをおびやかす原子力発電」
　講師：埼玉大学教授
　　　　市川　定夫　氏（倉吉と鳥取で）
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10月28日
郡婦連主催
講演会
「積木細工の上の原発計画」
　講師：生越　忠　氏
　　　　（気高町老人福祉センターにて）

12月４日
日本海テレビに科学技術庁企画の原発推進番組

「見城美枝子のエネルギー・フューチャー」の
放送中止申し入れ。抗議の９団体に郡婦連も参
加。

８月25日
ベルギー沖でウランを積んだ仏貨物船沈
ぼつ。

10月３日〜５日
和光大学教授生越忠氏が長尾鼻で地盤調
査。
10・25〜28県下５会場で連続講演。

10月15日
上関町長が原発立地事前調査を中電に申
し入れ。

12月初旬
上関町で中電がボーリング調査開始。

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）

１月11日
日本海テレビに「ケント・ギルバード」の放送
中止を再度申し入れ。抗議の11団体に郡婦連も
参加。
日本海テレビは1・12放映強行、直ちに抗議声明。

１月26日〜27日
上関町で中国地方反原発・反火電等住民
運動市民運動連絡会議が反原発集中行動
と交流会。
鳥取からも反原発市民グループ参加。
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参考資料一覧

・緑の会『原子力発電とはなにか』『東京に原発を』（野草社＝新泉社発売）
・小野周監修『原発はなぜこわいか』（高文研）
・久米三四郎『原子力発電は安全か』（日本消費者連盟）
・市川定夫『放射能は微量でもあぶない』（日本消費者連盟）
・槌田敦『石油と原子力に未来はあるか』（亜紀書房）『石油文明の次は何か』（農文協）
　『資源物理学』（NHKブックス）
・室田武『原子力の経済力』（日本評論社）「原子力発電の経済性を問う」（『原子力工業』1981年9月）
・中尾ハジメ『スリーマイル島』（野草社＝新泉社発売）
・西尾漠編『反原発マップ』（五月社）
・西尾漠『原発・最後の賭け』（アンヴィエル）
・安齋育郎編『図説・原子力読本』（合同出版）
・安齋育郎『原発と環境』（ダイヤモンド社）
・飯島宗一『広島・長崎でなにが起ったのか』（岩波ブックレット）
・荒畑寒村『谷中村滅亡史』（新泉社）
・宇宙はてない社『げんぱつのえほん③てんごくのおきゃくさま』『おひさまの会』No.1
・自主講座原子力グループ『原子力発電ここが問題だ』『太平洋を核のゴミ捨て場にするな』
　『再処理工場ここが問題だ』『つくるな！第２再処理工場』
・反公害輸出通報センター『公害を逃すな！』（1982年10月号）
・原子力資料情報室『原発黒書』
・現代の差別と汚染を考える教育労働者の会『反核だから反原発』
・新潟県高教組『悪魔の火を消そう！』
・あげな原発いらんばい！福岡の会『原発と電気料金』
・原子力はごめんだ！関西連絡会『熊取原子炉を許さない府民の会』
・島根原発公害対策会議他『原発』
・鳥取県総評『原子力発電反対闘争のために』（第３版）
・反原発新聞鳥取支局『もし長尾鼻に原発が来たら・・・』
・日本はこれでいいのか市民連合『私達はどのような危険な状態にいるのか』

　この講演・記録集に挿入した写真の一部は新日本海新聞社、山陰中央新報社、反原発新聞鳥取支局
から提供を受けました。また、他の写真・カット・図表は、以下の単行本・論文・パンフレットから
勝手ながらコピーにて利用させていただきました。この場を借りて感謝申し上げます。
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新　版
編　集　後　記

　1983年10月22日、気高郡連合婦人会が講義・記録集『原発のないふるさとを』を、出版
しましたところ、県内の新聞はもとより、全国の新聞に紹介されて、その反響の大きさに、
私たち自身面喰らう思いでした。
　北海道・青森・新潟・石川・福井・兵庫・山口などの各県の、いずれも原発に狙われてい
る所から、本の注文が殺到しました。また、10年・15年の歳月をたたかっている人たちから、
資料や手記も寄せられてきました。
　経済大国の繁栄の蔭にしわよせられた、全国各地の過疎地の住民が、さらに「原発」とい
う重い課題を背負わせられている現実を、改めて実感し、強い衝撃を覚えました。
　「これ以上、日本の何処にも原発を建てさせないために、ガンバッテ下さい。私たちもガ
ンバリます」―各地の反原発運動の人たちと、メッセージを交しながら、私たちのところ
の運動が、まだ序の口であることを、痛感しています。 （村上　小枝）

　講演とか討議とかを聴いてそれを原稿にしていく過程の中で、いちばん労力を使うのは何
といっても〟テープ起こし〟です。講師の「話し言葉」をそのまま録音したものを、一言一
句、間違いなくノートに聴き写していく丹念な作業です。これがきっちり出来てはじめて、
スペースにあわせて、どこをどう省き、どこをどう詳しく原稿に書きこむかがきまります。

幾度も幾度も、テープを巻いたり戻したりしながら書き進んでいく孤独なその作業は、毎
晩、深夜に及びます。１時間半の講義を「起こす」のに、一介の主婦に過ぎない私では７日
～ 10日もかかります。時として、どんなにしても聴き取れない言葉があったり、そうした
場合に限って自分のメモも取れていなかったりして、この苦しさは経験した者でなければ
分って頂けないでしょう。
　しかし今回の『原発のないふるさとを』を出版するに当って、私にはそうしたテープ起こ
しの作業が全然、負担に思えないばかりか、むしろ愉しくさえありました。反原発運動の小
さな力の一つになり得たら―という思いが、私をそうさせたのだと思います。

 （小泉　澄子）
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編集・発行　鳥取県気高郡連合婦人会　
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